
、へても可"'，，-、

『
百
人

首
基
箭
抄
』
の
注
釈

|
『
貞
徳
頭
書
百
人
一
首
抄
』
と
の
関
係
を
中
心
に
|

キ
ー
ワ
ー
ド

百
人
一
首
基
箭
抄
井
上
秋
扇
貞
徳
頭
書
百
人
一
首
抄

松
永
貞
徳
影
響
加
藤
磐
斎
百
人
一
首
増
註

『百人一首基箭抄』の注釈

は
じ
め
に

井
上
秋
扇
編
『
百
人
一
首
基
箭
抄
』
(
以
下
、
「
基
箭
抄
」
と
略
す
)
は
、
寛
文

十
三
(
二
(
七
三
)
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
百
人
二
百
』
の
注
釈
書
で
あ
る
。

北
村
季
吟
の
序
文
に
拠
れ
ば
、
秋
扇
の
祖
父
某
は
、
日
頃
か
ら
『
百
人
一
首
』

を
「
握
翫
」
し
、
『
百
人
一
首
』
に
関
わ
る
何
ら
か
の
遺
稿
を
書
き
残
し
て
い
た

と
い
う
。

そ
の
祖
父
の
年
忌
に
遺
稿
を
見
出
し
た
秋
扇
が
、

「
故
二
位
法
印
の

御
抄
(
稿
者
注
、

「
百
人
一
首
幽
斎
抄
」
を
指
す
)
を
か
き
ま
し
へ
つ
』
」
編
集
し

た
も
の
が
、
「
基
箭
抄
」

で
あ
る
。

「
基
箭
抄
」
は
、

そ
の
後
、
『
百
人
一
首
像
讃
抄
』
(
延
宝
六
(
二
(
七
八
)
年
刊
。

江
戸
版
大
形
本
[
大
本
]
)
の
体
裁
を
模
倣
し
、
菱
川
師
宣
の
挿
絵
を
ほ
ぼ
そ
の

ま
ま
踏
襲
し
た
注
釈
書
と
し
て
、
延
宝
八
(
二
(
八
O
)

年
に
『
百
人
一
首
増
補
給
抄
』

(
以
下

「
絵
入
基
箭
抄
」
と
略
す
)
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
に
な
る
。
稿
者

は
、
「
劇
平
安
文
学
資
料
稿
」
(
広
島
平
安
文
学
研
究
会
)
に
、

上
回
図
書
館
蔵
花

月
文
庫
『
百
人
一
首
増
補
給
抄
』
(
百
人
一
首
臼
)
を
翻
刻
紹
介
す
る
機
会
を
与

田

野

'慎

え
ら
れ
た
(
挿
絵
は
影
印
。
平
成
却
年
3
月
に
前
半
部
分
を
刊
行
予
定
)

(

1

)

。

そ
の
際
、
若
干
の
『
百
人
一
首
』
先
行
注
釈
書
の
内
容
と
照
ら
し
合
わ
せ
た

と
こ
ろ
、
寛
文
二
(
一
三
二
)
年
刊
『
貞
徳
頭
書
百
人
一
首
抄
』
(
加
藤
磐
斎
編
、

以
下
「
貞
頭
抄
」
と
略
す
)

の
頭
書
部
分
と
共
通
す
る
記
述
が
散
見
す
る
こ
と
に

気
づ
い
た
。

そ
の
結
果
は
、
前
掲
書
「
校
訂
者
注
」
に
も
ま
と
め
て
お
い
た
が
、

こ
れ
は
、
「
絵
入
基
箭
抄
」
の
問
題
と
い
う
よ
り
も
、

「
基
箭
抄
」
の
注
釈
の
問
題

(1) 

と
し
て
捉
え
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
基
箭
抄
」
の
注
釈
に
つ
い
て
は
、
『
百
人
一
首
』
の
古
注
釈
全
体
に
目
配
り

し
た
田
中
宗
作
の
詳
論
が
あ
る
(

2

)

O

田
中
は
、

「
基
箭
抄
」
と
「
貞
頭
抄
」
と
の

関
係
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
言
及
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

百
首
の
歌
の
解
釈
中
、
他
注
の
引
用
明
記
の
な
い
も
の
が
約
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
あ

る
が
、
こ
れ
も
全
然
参
考
に
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

つ
ね
に
幽
斎
抄
そ
の

他
が
座
右
に
あ
っ
て
、
著
者
の
考
説
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
想
像
に
か

た
く
な
い
。

と
、
注
釈
者
の
机
辺
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
多
く
の
先
行
注
釈
書
・
参
考
書
の
存

在
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
「
貞
頭
抄
」
は
、

そ
う
し
た
先
行
注
釈
書
の
一
冊
で

あ
る
よ
う
だ
。

こ
れ
ま
で
、
「
基
箭
抄
」
と
「
貞
頭
抄
」
と
の
関
係
が
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ



な
か
っ
た
の
は
、
引
用
が
明
示
さ
れ
る
こ
と
が
比
較
的
少
な
く
、

「
幽
斎
抄
」
の

大
き
な
影
響
の
陰
に
隠
れ
て
い
た
と
い
っ
た
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、

「
基
箭
抄
」
の
注
釈
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、

「
幽
斎
抄
」
以
外
の
先

行
注
と
の
関
係
を
も
視
野
に
入
れ
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、

基
箭
抄
」
の
注
釈
の
性
格
を
、

「
貞
頭

抄
」
と
の
関
係
か
ら
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

2008年 3月

考
察
の
範
囲
は
、

「
基
箭
抄
」
の
「
凡
例
」
と
注
釈
の
前
半
部
分
に
限
る
が
、

お
よ
そ
の
傾
向
は
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

考
察
の
手
順
と
し
て
は
、
先
ず
は
、

「
基
箭
抄
」
に
お
け
る
引
用
先
行
注
の
実

第4号

「
基
箭
抄
」
に
お
い
て
、

「
貞
頭
抄
」
の
影
響
が
見

態
を
確
認
す
る
こ
)
、
次
に

ら
れ
る
事
例
を
具
体
的
に
整
理
し
(
ニ
)
、

「
基
箭
抄
」
の
「
凡
例
」
部
分
に
も
明
ら
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か
な
影
響
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
い
(
三
)
。
さ
ら
に
、

「
貞
頭
抄
」
の
記
事

を
多
く
引
用
し
て
い
る
「
百
人
一
首
増
註
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
節
を
改
め

て
検
討
す
る
(
四
)
。

以
上
の
よ
う
な
手
順
で
考
察
し
、

「
貞
頭
抄
」
が

「
基
箭
抄
」
の
注
釈
に
与
え

「
基
箭
抄
」
の
注
釈
の
特
色
の
一

た
影
響
の
ほ
ど
を
明
ら
か
に
し
、

っ
と
し
て
論

じ
た
い
。

「
基
箭
抄
」
に
お
け
る
引
用
先
行
注
の
実
態

本
節
で
は
、
「
基
箭
抄
」
歌
注
部
分
に
お
け
る
、
先
行
注
の
実
態
を
確
認
す
る
。

「
基
箭
抄
」
一
番
歌
か
ら
五
十
番
歌
ま
で
の
歌
注
部
分
で
具
体
的
に
引
用
さ
れ

る
先
行
注
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
先
行
注
に
は
、
顕
昭
・
定
家
ら

の
歌
論
・
歌
学
書
の
記
述
(
『
袖
中
抄
』
『
僻
案
抄
』
な
ど
)
や
、

「
あ
る
説
」
「
一

説
」
と
い
っ
た
表
現
で
一
不
さ
れ
る
も
の
は
含
め
て
い
な
い
。

幽
斎
(
玄
旨
の
抄
、
玄
旨
法
印
な
ど
)

.
，
回
目
回

(
1
・
2

・
3

・
4

・
5

・
6

nF白

n
t
u
F
h
υ
F
h
υ

巧
，
.
ハ
u

d

η

ノ“

n〈
υ
F
h
υ
n
h
U

Q
U
-
n
w
d

・
-
i
.
1
A
-
1
-
.
1
i
.
1
A
.
1ょ

.

1
ム

.
1
i
.

ヮー“

.
η
L
.
η
4
.
n
J
l
“

7

Q

U

1

よ

η

L

4

占

p

b

n

L

n

b

q

u

A

V

η
4
.

っ“
.
n
J

・n
J

・qυ

・q
d

・
4

会・
4

企・泊せ・
F
U

宗
祇
(
宗
祇
、
宗
祇
の
説
)

-:・
1
回

(
6
・
回
・
回
・
図
・
図
・
ぉ
・
図
・
固

-
回
・
回
・
図
)

発
恵
(
尭
恵
、
尭
恵
古
今
抄
・
尭
恵
の
説
)
・
・

:

9
回

(
7
・
1

・
日
・
日
・
図

お

2

8

3

5

 

η
4
.

っ“.っ
d

.

q

d

貞
徳
(
貞
徳
、
貞
徳
の
説
)
:
・
・
5
回

(
5
・
9

・
u
-
m
-
m
)

雅
親
(
栄
雅
)
(
栄
雅
郷
説
、
飛
鳥
井
蓮
心
院
の
御
説
・
飛
鳥
井
家
の
御
説

3
回
(
日
・
回

-m

宗
長
(
宗
長
関
書
)
・
・
・

2
回
(
図
・
図
)

実
校
三
五
ん
院
御
一
説
)
:
・
・
2
回
(
図
・
固
)

為
氏
(
為
氏
の
説
)
:
・
:

1
回
(
回
)

( 2 ) 

肖
相
(
牡
丹
花
)
・
・

1
回

(

却

常
縁
(
東
野
州
の
説
)
:
:
:
1
回

(
4
(
(
)
内
の
数
字
は
、
『
百
人
一
首
』
の
歌
番
号
)

幽
斎
の
所
説
の
多
さ
が
際
立
っ
て
い
る
の
は
、
季
吟
の
序
の
記
述
を
考
え
れ

ば
当
然
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
宗
祇
の
所
説
が
続
く
。
た
だ
し
、
口
を
つ
け
た
も

「
幽
斎
抄
」
所
引
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
宗
祇
の
所
説
の
多
さ
も
、

の
は
、

幽

斎
抄
」
の
影
響
力
の
高
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
(
宗
長
・
実
枝
・
為
氏
ら
に
つ
い

て
も
同
じ
)
。

同
様
の
調
査
を
「
絵
入
基
箭
抄
」
で
行
っ
た
田
中
は
、

-
基
箭
抄
は
像
讃
抄
に
比
し
て
末
梢
的
な
考
証
よ
り
も
歌
意
の
解
明
に
重
点
が

お
か
れ
、
そ
の
歌
意
理
解
の
補
助
や
鑑
賞
の
た
め
に
、
参
考
と
な
る
よ
う
な
他
説



や
類
似
和
歌
集
を
集
録
す
る
な
ど
、
ど
こ
ま
で
も
初
学
者
を
目
標
に
し
た
や
り
方

で
、
:
・
(
中
略
)
・
:
こ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
貞
徳
や
幽
斎
(
玄
旨
法
印
)
の
説
も
歌

意
説
明
の
た
め
の
参
考
意
見
で
、
本
書
と
先
注
と
の
関
係
を
考
察
す
る
上
に
は
た

い
せ
つ
な
資
料
と
も
な
る
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
が
(
3
)

、
貞
徳
の
所
説
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
は
な
さ
れ
て

、
ご
、
o

vν
千
九
、

ν

具
体
的
な
検
討
に
入
る
前
に
、
『
和
歌
大
辞
典
』
(
明
治
書
院
昭
臼
)
や
田

中
の
先
行
論
(
4
)

に
拠
り
つ
つ
、

「
貞
頭
抄
」
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
情
報
を
確

『百人一首基箭抄」の注釈

認
し
て
お
く
。

「
幽
斎
抄
」
を
用
い
、
頭

書
部
分
に
松
永
貞
徳
の
所
説
等
を
載
せ
た
注
釈
書
で
あ
る
(

5

)

O

編
者
の
加
藤

寛
文
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
貞
頭
抄
」
は
、
本
文
は
、

磐
斎
(
二
(
一
一
五
三
六
七
四
)
は
、

そ
の
松
永
貞
徳
の
門
流
で
、
『
伊
勢
物
語
』
や
『
新

古
今
和
歌
集
』
な
ど
多
く
の
古
典
文
学
注
釈
書
を
著
し
、
『
百
人
一
首
』
に
関

し
て
は

「
貞
頭
抄
」
の
ほ
か
に
「
百
人
一
首
増
註
」
が
知
ら
れ
て
い
る
。

田
中
は
、

「
貞
頭
抄
」
頭
書
の
性
格
を
、

つ
の
記
録
」
で
は

「
貞
一
徳
講
談
」
の
「
一

な
い
か
と
推
定
し

「
本
文
百
人
一
首
抄
(
幽
斎
抄
)
の
、
語
釈
・
補
説
に
す
ぎ

な
い
も
の
が
多
い
」
「
頭
注
の
語
注
や
補
説
が
、
歌
の
作
者
を
考
え
、
歌
の
内
容

表
現
を
考
察
す
る
う
え
に
、

幽
斎
の
説
い
た
根
本
を
ゆ
り
動
か
す
よ
う
な
も
の

は
な
く
、
幽
斎
・
貞
徳
の
説
の
祖
述
に
す
ぎ
な
く
、
解
釈
そ
の
も
の
に
大
き
な

進
展
は
見
ら
れ
な
い
」
と
評
し
て
い
る
。

次
節
で
は

「
基
箭
抄
」
の
歌
注
部
分
に
「
貞
頭
抄
」
の
影
響
が
見
ら
れ
る
事
例

を
具
体
的
に
整
理
し
、

そ
の
利
用
の
実
態
を
検
討
す
る
。

頭
書

幽
斎
抄

『貞徳頭書百人一首抄』上巻11 ウ ~12オ

(田中宗作『百人一首古注釈の研究』桜楓社昭41掲載)

( 3 ) 



「
基
箭
抄
」
に
お
け
る
「
貞
頭
抄
」
の
影
響

本
節
で
は
、

ー
、
歌
の
心
に
関
わ
る
も
の

E
、
参
考
歌

2008年3月

E
、
歌
論
・
歌
学
書

と
い
う
観
点
か
ら
、

「
基
箭
抄
」
に
お
け
る
「
貞
頭
抄
」
の
影
響
を
具
体
的
に
整
理

-
検
討
す
る
。

第4号

ー
、
歌
の
心
に
関
わ
る
も
の
:
:
:
5
・
9
・世

-m
・
2

(
算
用
数
字
は
『
百
人
一
首
』
の
歌
番
号

以
下
同
じ
)
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① 

「
基
箭
抄
」
5
番
猿
丸
大
夫
歌
歌
注

O 

お
く
山
に
も
み
ち
踏
分
な
く
鹿
の

建
き
く
時
そ
秋
は
か
な
し
き

古
今
集
秋
上
に
、

う
ち
に
も
て
秘
の

の
う
ち
に
で
も

秋
の
心
と
書
て
は
う
れ
へ
と
よ
め
る
な
る
な
れ
ば
、
尤
秋
は
物
わ
ひ
し
き
物
な
る

に
、
其
秋
の
う
ち
に
で
も
、
紅
葉
ふ
み
分
鹿
の
な
く
時
が
い
た
り
て
悲
き
と
也
O

B
i
l
l
i
-
-
i
l
i
l
l
l
1
1
1
B
1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
I
l
l
1
1
1
1
l
I
l
k
u
v
h
(
l
l
i
l
l
l
i
-
-
-
I
l
l
1
1
1
 

貞
徳
云
、
ぞ
と
は
の
両
字
、
眼
を
付
て
見
る
べ
し
。
重
重
お
も
ひ
て
可
レ
見
奇
也
。

秋
は
い
づ
く
も
か
な
し
き
に

中
に
も

お
く
山

と
又な
云り
C 。

玄;紅
旨:葉
法lの
印;さ
回lか
り

此lな

る
時
さ
へ
か
な
し
き
に

ち
り
て
地
に
あ
る
時
と
也
。

秋
は
世
間
の
秋
な
り
。
ゑ
き
く
人
に
か
ぎ
る
べ
か
ら
ず
。
さ
れ
ば
、
徐
情
か
ぎ

引
が
U
F
J
引
た
出
ω
.
.
 冊B
机
引
先
遥
t

仰
川
出
凶
ー
か
1
1
1
引
が
.
白
向
z
d
u叩
h
t匹
以
」
t

いl
出
む

け
る
と
ぞ
。

俊
恵

¥
た
っ
た
山
こ
す
ゑ
ま
は
ら
に
な
る
ま
〉
に
ふ
か
く
も
鹿
の
そ
よ
く
な
る
哉

¥
い
つ
は
と
は
わ
か
ね
と
た
え
て
秋
の
夜
は
身
の
わ
ひ
し
さ
は
知
り
増
り
け
る

引
用
は
、
勉
誠
社
文
庫
川
日
『
百
人
一
首
基
箭
抄
』
勉
誠
社
平
元

句
読
点
・
傍
線
等
を
私
に
適
宜
補
っ
た
。
以
下
同
じ

歌
注
は
、
出
典
勅
撰
集
の
部
立
・
詞
書
、
歌
の
心
、
参
考
所
説
、
参
考
歌
と

い
う
構
成
で
あ
る
。
傍
線
部

B
の
貞
徳
所
説
は
、

下
句
の
勘
所
と
な
る
助
調
の

含
意
を
丁
寧
に
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

「
貞
頭
抄
」
の
影
響
は
、
歌
の

心
を
解
説
し
た
波
線
部

A
に
も
見
出
せ
る
。
波
線
部

A
は、

次
に
示
す
「
貞
頭

抄
」
の
波
線

A
の
部
分
を
も
と
に
し
た
記
述
で
あ
ろ
う
(
波
線
部
C
は
「
幽
斎
抄
」
)
。

O
「
貞
頭
抄
」
5
番
歌
頭
書

の
町
内

rJ出

(4) 

け
カ
な
じ
き
に
、
そ
の
ー
秋
の
う
ち
に
で
問
、
も

，
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉

-
B
i
l
l
i
-
-
l
i
!
l
i
l
l
1
I
l
l
1
1
1
l
i
l
i
l
i
-
-

き
と
な
り
。
重
々
を
も
ひ
て
み
る
へ
し
と
也
。
秋
は
い
つ
く
も
か
な

し
き
に
、
中
に
も
奥
山
に
と
な
り
。
も
み
ち
の
さ
か
り
な
る
時
さ
へ
か
な
し
き
に

ち
り
て
地
に
あ
る
時
と
な
り
。

(
引
用
は
、
東
北
大
学
蔵
・
狩
野
文
庫
『
百
人
一
首
抄
』
(
品
目

c
g
?と
以
下
同
じ
)

「
基
箭
抄
」
の
当
該
注
に
お
い
て
は
、

歌
の
心
と
鑑
賞
の
ポ
イ
ン
ト
を
「
貞
頭

抄
」
に
拠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
基
箭
抄
」
に
お
い
て

「
貞
頭
抄
」
が
活
用
さ

れ
て
い
る
例
の
一
っ
と
言
え
よ
う
。

② 

「
基
箭
抄
」
9
番
小
野
小
町
歌
歌
注

O 

花
の
い
ろ
は
う
つ
り
に
け
り
な
徒
に

我
身
ょ
に
ふ
る
詠
せ
し
ま
に

c
'
s
 

古
今
集
第
二
春
下
に
あ
り
。
小
町
家
集
に
は
、
詞
書
に
、
花
を
詠
て
と
あ
り
。
玄



旨
の
日
、
此
う
た
に
は
表
裏
の
説
あ
り
。
お
も
て
は
、
花
の
さ
き
た
ら
は
花
に
身

を
な
さ
ん
と
思
ひ
し
に
、
世
に
す
め
は
、
こ
と
し
げ
く
て
と
や
か
く
と
ま
ぎ
れ
て

さ
つ

過
し
た
る
花
也
。
見
ぬ
は
な
な
れ
ば
う
つ
り
に
け
り
な
と
察
し
て
云
也
。
裏
の
説

ル

ラ

は
、
身
の
お
と
ろ
へ
も
わ
れ
と
は
不
レ
知
物
也
。
花
の
お
と
ろ
へ
を
見
て
、
我
身
も

B
 

h

川
心
引
d
，引引
h
U
4
J丙
白
引
い
じ
匹
叫
川
和
u
u
u
義
ωむ
と
云
云
。
副
制
司
叶

小
町
家
集
に
花

を
な
か
め
て
と
あ
れ
ば
、
思
ひ
山
市
り
た
る
と
云
説
よ
り
も
、

i
l
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
!
:
c
 

引
剖
可
川
副
刷
と
云
云
。
此
軍

J
和
己
完
悶

5
4，
べ
℃
司
い
応
d
E
B
Z
E
1
漏出『れ
U
1
4

杭
白
川
小
。

た
げ
〉
花
に
向
て
よ
め

ふ
る
と
云
よ
り
の
つ
ジ
き
も
を
の
つ
か
ら
よ
ろ
し
け
れ
ば
也
。
い
た
づ
ら
に
と
は
、

と

と

く

う

徒
の
字
也
。
字
注
に
、
徒
は
空
也
と
あ
れ
は
、
む
な
し
き
心
也
。
心
は
、
後
句
の

『百人一首基箭抄』の注釈

花
は

我
身
も
徒
に
世
に
ふ
る
程
に

長
雨
に
移
行
事
を
歎
し

賓
の
花
に
し
て

お
と
ろ
へ
た
る
と
、
花
の
う
つ
る
を
見
て
身
の
う
つ
ろ
ふ
を
観
た
る
也
。
移
に
け

か
ん
た
ん

り
な
と
云
に
て
感
歎
ふ
か
く
き
こ
え
侍
る
。
花
の
い
ろ
は
、
さ
で
も
/
¥
移
に
け

い
た
つ
ら

り
な
、
我
身
の
な
す
事
も
な
く
て
徒
に
世
に
ふ
る
聞
に
お
と
ろ
へ
た
る
は
、
花

の
長
雨
せ
し
ま
に
う
つ
り
た
る
に
ひ
と
し
と
、
花
の
う
つ
ろ
ふ
に
我
身
を
引
よ
そ

c
t
a
a
 

へ
て
感
し
た
る
う
た
也
。
此
耳
叫
に
、
に
文
字
四
あ
れ
ど
も
、
耳
に
不
レ
J
L
J争
J

叫、
4

い心

手
の
し
わ
ざ
妙
処
也
と
云
へ
り
。

新
古
¥
い
か
に
せ
ん
世
に
ふ
る
な
か
め
柴
の
戸
に
う
つ
ろ
ふ
花
の
春
の
く
れ
か
た

醍
醗
の
み
か
と
か
く
れ
給
ひ
て
後
、
弥
生
の
晦
日
に
一
二
条
の
右
大
臣
に
遺

同

し
け
る

+ehu' 

¥
さ
く
ら
花
春
の
す
ゑ
に
は
な
り
に
け
り
あ
ま
〉
も
し
ら
ぬ
詠
せ
し
ま
に

後
撰
人
に
わ
す
ら
れ
て
侍
け
る
比
、
雨
の
や
ま
す
ふ
り
け
れ
は

¥
春
た
ち
て
我
身
ふ
り
ぬ
る
詠
に
は
人
の
心
の
花
も
ち
り
け
り

9
番
歌
歌
注
で
は
、
先
行
注
と
し
て
は
、
幽
斎
の
所
説
が
先
ず
引
用
さ
れ
、

小
町
歌
お
け
る
「
表
裏
の
説
」
(
こ
れ
は
「
宗
祇
抄
」
以
来
の
説
)
を
述
べ
る
。

そ
の
後
に
、
傍
線
部

B
貞
徳
の
所
説
が
引
か
れ
る
。

こ
れ
は
、
次
の
「
貞
頭

抄」

9
番
歌
頭
書
に
拠
る
記
述
で
あ
る
。

O
「
貞
頭
抄
」
9
番
歌
頭
書

ら
に
わ
か
身
世
に
ふ
る
な
か
め
せ
し
ま
に
¥
家
集
に
か
く
有
こ
と
く
あ
れ
は
お

も
ひ
や
り
て
と
い
ふ
説
よ
り
も
、
花
に
打
む
か
ひ
て
よ
め
る
と
い
ふ
説
ま
さ
る
へ

く
や
。

「
基
箭
抄
」
で
は
、

さ
つ

幽
斎
の
「
見
ぬ
は
な
な
れ
ば
う
つ
り
に
け
り
な
と
察
し
て

云
也
」
と
い
う
見
解
に
対
し
て
、
貞
徳
の
『
小
町
家
集
』
の
詞
書
を
根
拠
に
し

た
「
思
ひ
や
り
た
る
と
云
説
よ
り
も
、

た
ジ
花
に
向
て
よ
め
る
と
可
レ
見
」
と
い

う
異
説
を
紹
介
し
、
歌
の
心
を
、
貞
徳
の
所
説
に
し
た
が
っ
て
、

「
護
句
の
花

は
、
賓
の
花
に
し
て
」
「
花
の
う
つ
る
を
見
て
」
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

( 5 ) 

こ
れ
は
、
幽
斎
の
所
説
に
対
し
て
、
異
議
申
し
立
て
を
行
う
際
に
、

「
貞
頭

抄
」
の
記
述
を
根
拠
に
す
る
と
い
う
形
で
活
用
さ
れ
て
い
る
事
例
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。

他
に
も
、

ロ
番
歌
歌
注
で
は

「
ふ
か
き
心
」

「
し
ば
し
」

に
込
め
ら
れ
た

を
説
明
し
た
貞
徳
の
所
説
を
引
用
し
、

別
番
・

2
番
歌
歌
注
で
も
歌
の
心
を
説

明
す
る
際
に
、
貞
徳
の
所
説
を
持
ち
出
し
て
、

る
(

6

そ
の
補
強
・
解
説
を
行
っ
て
い

5
、
9
、
ロ
、
加
、
辺
番
歌
歌
注
の
例
は
、

5
番
歌
歌
注
の
前
半
を
除
け
ば
、

い
ず
れ
も
貞
徳
の
所
説
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
た
例
で
あ
り

こ
れ
ら
は
、
歌
の

心
を
説
明
す
る
際
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。



E
、
参
考
歌
:
・

2
・
3
・
7
・
9
・
什
・
ロ
・
日
・
日
・
叩
・
げ
-
-
叩
・
引

-n
・日目

-m-m
・

4
1
n
t
q
d
R
U

司，
n
B
n
t
n
d

守

'

n

o

の
O
a
q
d

，勾
d

，
q
d
町

内

d
.
n
d

，
a
u
T
E
a且
T
E
a品
Y
a
a
a
T

さ
て

「
基
箭
抄
」
の
歌
注
に
は
、
末
尾
に
参
考
歌
を
掲
げ
て
あ
る
こ
と
が
多

ぃ
。
歌
注
に
参
考
歌
を
加
え
る
の
は
、

る
も
の
で
(
7
)

、

「
幽
斎
抄
」
の
特
色
の
一

つ
と
さ
れ
て
い

「
基
箭
抄
」
は

「
幽
斎
抄
」
の
特
色
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
よ
う

2008年3月

と
し
た
の
で
は
な
い
か
。

つ
の
参
考
資
料
に
な
っ
た

「
貞
頭
抄
」
が

そ
の
際

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
先
に
引
用
し
た
②
「
基
箭
抄
」

9
番
小
野
小
町
歌
歌
注
の
例
を
検

第4号

討
し
て
み
よ
う
。

「
貞
頭
抄
」
で
は
、

9
番
歌
に
対
し
て
、

広島国際大学医療福祉学科紀要

-
時
過
て
:
:
:
『
古
今
集
』
恋
五
・
小
町
姉
・
七
九
O

(

但
し
、
『
袖
中
抄
』
の
所
引

と
し
て

-
く
れ
は
つ
る
:
:
:
『
洞
院
摂
政
家
百
首
』
春
・
俊
成
卿
女
・
二
八
九

・
い
か
に
せ
ん
:
:
:
『
新
古
今
集
』
後
出
歌
後
鳥
羽
院
・
一
九
八
O

-
桜
花
:
:
:
『
新
古
今
集
』
哀
傷
・
兼
輔
・
七
五
九

-
打
き
ら
し
・
・
・
『
続
古
今
集
』
春
上
・
西
圏
寺
入
道
前
太
政
大
臣
・
=
一
一

-
さ
く
ら
花
・
『
拾
遺
愚
草
』
仁
和
寺
宮
五
十
首
・
春
・
定
家
・
一
七
三
七

-
春
雨
の
・
・
『
仙
洞
句
題
五
十
首
』
庭
上
落
花
・
良
経
・
一
O

九

(
『
秋
篠
月
清
集
』
九
六
八
)

春
た
ち
て
:
:
:
『
後
撰
集
』
春
上
・
不
知

と
い
っ
た
参
考
歌
が
頭
書
に
掲
げ
ら
れ
い
る
が
、

「
基
箭
抄
」
で
、
末
尾
に
引
用

さ
れ
て
い
る
三
首
は
、
す
べ
て
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
『
新
古
今
集
』
の
兼
輔
歌
は
、
流
布
本
で
は

醍
醐
の
み
か
ど
か
く
れ
た
ま
ひ
て
後
、
や
よ
ひ
の
つ
ご
も
り
に
、
三
条
右
大

直
に
つ
か
は
し
け
る

中
納
言
兼
輔

桜
ち
る
春
の
末
に
は
成
り
に
け
り
あ
ま
ま
も
し
ら
ぬ
な
が
め
せ
し
ま
に

と
、
初
旬
が

「
桜
ち
る
」

で
あ
る
。

「
基
箭
抄
」
が
、
兼
輔
歌
を
「
さ
く
ら
花
」
の

形
で
引
用
し
た
の
は
、

「
貞
頭
抄
」
に
直
接
拠
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
を

も
考
慮
し
て
、

「
貞
頭
抄
」
に
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る
参
考
歌
を
、
次
の
表
1
に
掲

出
し
た
。

そ
の
中
で
も
、

O
什
番
参
議
筆
歌
歌
注

わ
た
の
原
八
十
嶋
か
け
て
す
む
月
に
あ
ら
は
れ
出
る
秋
の
舟
人

(
『
続
後
拾
遺
集
』
秋
下
・
藤
原
行
房
・
一
三
一
一
二
)

O
行
番
在
原
業
平
朝
間
早
歌
歌
注

み
よ
し
の
〉
た
き
つ
河
内
の
春
風
に
神
代
も
聞
か
ぬ
花
そ
み
な
き
る

(
『
拾
遺
愚
草
』
一
九
七
一
)

o
m番
凡
河
内
網
恒
歌
歌
注

心
あ
て
に
わ
く
と
も
わ
か
じ
棲
花
散
か
ふ
里
の
春
の
あ
は
雪

(
『
続
後
撰
集
』
春
上
・
定
家
・
二
六
)

( 6 ) 

O
ね
番
紀
友
則
歌
歌
注

天
く
も
の
た
ち
の
み
さ
は
ぐ
秋
の
よ
は
月
の
か
げ
さ
へ
し
づ
心
な
し(
『
清
正
集
』
バ
)

O
M
M
番
清
原
元
輔
歌
歌
注

松
山
と
ち
き
り
し
人
は
つ
れ
な
く
て
波
こ
す
袖
に
や
と
る
月
か
閉

(
『
新
古
今
集
』
恋
四
・
定
家
・
一
二
八
回
)

on引
番
恵
慶
法
師
歌
歌
注

む
く
ら
生
で
あ
れ
た
る
宿
の
わ
ひ
し
き
は
か
り
に
も
鬼
の
す
だ
く
成
け
り

(
『
伊
勢
物
語
』
五
十
八
段
)

な
ど
は
、
流
布
本
の
本
文
と
の
聞
に
見
ら
れ
る
比
較
的
大
き
な
異
同
が
「
貞
頭

抄
」
と
一
致
す
る
例
で
、
「
基
箭
抄
」
が
、
参
考
歌
の
掲
出
に
「
貞
頭
抄
」
を
利
用

し
た
例
と
な
ろ
う
。
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- 三E 仁〉 三E

h.. 

く〉
JZ9 ノ、 ブL -t二 ー七ゴ
JZ9 

ノ8コ、 士二
三E

ブL
7L 杢王

アL
ノに

け

ナ ナ 五 ナ ナ ナ ナ ナ 空下 ナ ナ 四 ナ 初 ナ ナ 初 ナ ナ ナ
シ シ 旬 シ シ シ シ シ 句 シ シ 句 句 :/ 句 シ シ 句 シ シ シ 流

「 「 「 「 「 布
契

み 君
八 あ さ し、

よ カミ 本
り し 為 十 ら く イコ と
な 。コ 嶋 は ら く の
ら 〉 と カ通 れ 花l 異」

まね く 出
」

も 同イコ
lま 勾 れ る

」

l土
」

春| 摘
」 」

「
ぜ「 は

や
「 「

契
」御 つ君 あ キ妥 し、 流

な
τ仁とゴ みが そ く

ち 布
野 った し カ1 Jコ

ら 空め ま れ る ー 本
や 」

ね
」 均、 出 」 の

と く づ 本ど 春 ぞ り る も
」 の ま 」 」

」 文
カミ づ

( ( 

け「
「 ヲ|ヲ! 「 「

言|
「 「

契 み る君 や あ し、 貞
な よ 用 用

」か

そ ら 頭
ナ ナ 為

Jコ
ら

し 向島 lま く 抄。コ シ シ と

国ね
そ カミ れ

」

~ 
) ) 

(J) 
」 先 く 出 も

l土 本
Jコ れ る

文」 」

み

(7) 

表

「
貞
頭
抄
」
に
拠
っ
た
『
基
箭
抄
」
の
参
考
歌
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流
布
本
の
本
文
は
、

48 47 43 42 39 35 33 32 31 30 29 24 

風 た む 人 三回主三 松 あ 花 天 し、 う大 よ 逢 JコIL、月 て〉 秋 し、
を く と ~~ 山 さ た く く ち 井 る と れ あ か さ く く
し、 ね ら は 河 と ち も 秋 は }II な 見 な て け カミ れ と
た よ 生 ぬ せ ち ふ も の も J、、 風 ら る さ た は せ
み りて む き き の お た 猶 て の は な σコわ 色 の ち か
思 出 あ くや 入 り な ち す 春 し 月 さ た く も 月 』ち

lま く れ ら て し 。コ し の み は ヵ、 と lナ ぐ と わ の ~ 

ぬ る た の お 人 ~ む み ま さ ら ぞ も て〉 も カミ カミ ，思
方 水 る や と lま し カミ さ さ ば み 見 イコ ま わ れ Jコて〉 物

の 宿 と す の し iま れ カミ ま ら で カミ ぬ ら の ，思
の の 原 ぐ り し し や じ も ふ

lま

=司 =i] E司 =官 =i] E 二司 =i] =i] 亡二司 =司 =i] C司 =i] =i] 巴司 =司 """ =i] =司 ロ『
拾 万 伊 続 拾 新 古 貰 I青 新 千愛 続 拾 ノ4、-ノー」¥ 続 新 拾 続 新 ( 

遺 葉 勢 古 遺 古 l-7 L 之 正 千 撰 後 遺 百 百 後 勅 遺 後 千 巴『
集 集 物

え-，入

集 メ---，ト、 集 集 集 載 集
撰
集 番 番 撰

撰 集 撰 載 j同
佐田 色= 語

集
色= 集 島= 島=

[k， 集 島= 集 巴= 歌 歌 集
集
色= 集 集 院色=ョ [b， 色= 住~

恋 巻 [k， 雑 [k， 恋
ノ、

春 長ζ i口k メ口L [k， 雑 ι士コ 巴= 摂秋 ノ、、 秋 主ζ 秋
五 第 五 上 上 恋 ~-

上 下 込= 色= 春 下 上 手火 秋 政
十 十 四 t同 貫 功dμて、λJ 也J、、上 上 上 家

源 八 中 伊 不 清 院 之 右 ( 

百
景 段 務 勢 r足ム手 知 条 原 摂 隆 有 厄r-4 兵

道
源 首

明 郷 r不~・ 内 深 政 家 家 f章?
真
資
源 島=

L;-
親 大 左 [l!，] 督 の 兼Vq bこ 養 /~ 

平 月ノ、 王 [7q 
仁iコl己 臣 大 公 母 氏A. Li. 父 ー七エ そ二

ノ、 巨 ノ¥ノ、 ノ、 行 ) 

V司 ノに ノ¥ 七三 ア可
[7q JL 亡コ P可 ノ¥

-1c二 ノ、、 :TL pq IZ"I t二二
~ 士二 七エ

V日 V羽

句 る づ
ナ 「初 ナ ナ 月下 ナ 心下 四 ナ ナ 五 ナ ナ ナ 五 ナ
シ Z句 句 シ シ か句 シ 勾 な句 匂 シ シ 句 シ 句 シ シ 句 シ

「 げ「 お しーl 「 「 「
てた わ 」波

な
」月 花 夢 鹿

ぞ γ て〉 し の の の そ
思」
し す む か ，心 わ な

ふ ね き 字自 か げ よ カミ く」よ
lま し さ

」
れ なり 」

や ぢ る」 J、、

四 と し
」 」

ふ~ ~ 「 の「 「 Jコ「 「
夢
「

」わた フ こ袖 お 心月 花 梅 鹿

れか れ るこ な な影 の の 花 も

てや た 月す じ 空さ
IL、

泊、 」 な
よ く

そi ま き かな J心 J、、 や ひ な

お」ゆ lま げみ
」

り
ぞ ぢ」 」 」

も し

「 と「 「 Jコ「 ( 「
ふふた わ る波 お J心 月 l主 ヲ| 鹿
」れに "(} 月

v 
な なの な 用 そ

三二ね し 影 す し しか
の

ナ
」

な、F
わよ き 」そ Jし、 」け

」
シ く). 

れ り は て さ
) 

なろ
て
」 」 」

よ る「
/、、、

そ 岩 や し
」

新
編
国
歌
大
観
に
拠
っ
た
。

(8) 



E
、
歌
論
・
歌
学
書

「
基
箭
抄
」
で
は
、

以
下
の
よ
う
な
歌
論
・
歌
学
書
の
記
述
が
引
用
さ
れ
て
い

る
(
書
名
・
著
者
名
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
り
、
著
者
名
毎
に
並
べ
た
)
。

順
徳
院
(
『
八
雲
御
抄
』
)
:
:
・
2
、
6
凶
、
口

顕
昭
(
『
袖
中
抄
』
)
・
・
・
日
(
「
歌
論
義
」
を
含
む
)
、
日
、
加
、
ロ

範
兼
(
『
和
歌
童
蒙
抄
』
)
・
・
剖
・
9
・
日

『百人一首基箭抄』の注釈

正
徹
(
『
正
徹
物
語
』
)
:
・
・
3
、
叩
品

定
家
(
『
僻
案
抄
』
)
:
・
:
・

3
、
叩

能
因
(
『
能
因
歌
枕
』
)
・
・

A

U

A

υ

 

q
G
.
q
d
 

俊
成

日
山
(
「
幽
斎
抄
」
所
収

阿
仏
尼
(
『
夜
の
鶴
』
)
・
・
引

仲
実
(
『
締
語
抄
』

清
輔
(
『
袋
草
紙
』
)
・
9
・

ω

長
明
(
『
無
名
抄
』
)
・
:
:
・
8
(
「
幽
斎
抄
」
所
収
)
・
9

公
任
(
『
新
撰
髄
脳
』
)

71 

俊
頼
(
『
俊
頼
髄
脳
』
)
日

為
家
(
『
一
一
誠
歌
一
体
』
)

-
・
・
引
(
「
幽
斎
抄
」
所
収
)

了
俊
(
『
了
俊
聞
書
』
)
・

:
:
ω

幽
斎
(
光
広
)
(
『
耳
底
記
』
)

凶
(
「
基
箭
抄
」
首
書
)

*
傍
線
を
引
い
た
も
の
が
、
「
貞
頭
抄
」
に
記
載
が
見
ら
れ
る
も
の
。

歌
書
と
し
て
は
、
『
袖
中
抄
』
・
『
八
雲
御
抄
』
の
引
用
が
多
い
こ
と
は
、
す

で
に
田
中
に
よ
っ
て
一
不
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
(
8
)

、

こ
こ
で
注
意
し
て

お
き
た
い
の
は
、

「
貞
頭
抄
」
に
引
か
れ
て
い
る

そ
の
多
く
(
お
よ
そ
七
割
)
が
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
(
『
八
雲
御
抄
』
『
袖
中
抄
』

の
事
例
に
つ
い
て
は
、
次

掲
表
2
参
照
)
。
こ
の
こ
と
は

窺
わ
せ
る
(
9
)

。

基
箭
抄
」
と
「
貞
頭
抄
」
と
の
密
接
な
関
係
を

た
だ
し
、
ノ

八
雲
御
抄
云
、
天
の
香
来
山
は
、
あ
ま
り
に
た
か
く
て
、

神

代

巻

上

ニ

ア

リ

日
本
紀
に
み
へ
た
り
と
云
云
。

2
番
歌
歌
注
で
は

空
の
香
の
来
る
に
よ
り

て
云
か
。

と

「
貞
頭
抄
」
に
は
な
い
『
八
雲
御
抄
』
の
説
明
を
記
載
し
て
お
り
、

日
番
歌

歌
注

-
H
番
歌
歌
注
で
も
、

ン
F

テ

但
耳
叫
論
義
に
難
目
、
お
ほ
か
る
島
を
い
は
ジ
千
嶋
共
百
嶋
と
も
可
レ
讃
、
何
云
八

十
島
一
乎

答
云
、
千
島
と
も
百
宜
主
〈
よ
む
事
も
あ
り
。
又
八
つ
は
陰
数
の
き
は
ま

( 9 ) 

り
な
れ
は
、
よ
ろ
づ
の
も
の
〉
か
ず
を
云
に
は
、
や
ゑ
と
も
よ
め
り
。
や
し
ほ
の

花
と
も
、
霜
八
た
び
置
共
云
也
(
下
車
骨
)
。

(
日
番
歌
歌
注
)

と
の
み

無
名
抄
日
、
み
ち
の
く
信
夫
郡
に
乱
た
る
す
り
を
好
す
り
け
る
と
ぞ
云
惇
た
る
。

や
か

所
の
名
と
頓
て
其
す
り
の
名
と
を
つ
ジ
け
て
よ
め
る
也
と
云
玉
。

(
日
番
歌
歌
注
)

と

「
貞
頭
抄
」
に
は
な
い
『
袖
中
抄
』
の
注
釈
を
記
載
し
て
い
る
の
で
、
何
か

別
の
本
で
『
八
雲
一
御
抄
』
や
『
袖
中
抄
』
の
本
文
を
確
認
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
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表
2 

「
基
箭
抄
」
・
「
貞
頭
抄
」
に
引
か
れ
る
『
八
雲
御
抄
干
『
袋
草
紙
』
の
記
述

「
基
箭
抄
」

0: 0 
6 て八 2
番 j云雲 J 番
歌 Jか福 2 歌
作;。抄歌
者;日云注
伝 1本神て
記;紀代天

に巻の
み上香

さ7r
~ ， Iま

あ
ま
り
に
た
か
く
て

空
の
香
の
来
る
に
よ
り

八
雲
御
抄
日

ト
ウ
リ
ヤ
ウ

万
葉
作
者
多
ケ
レ
ト
モ
、
家
持
・
人
丸
・
赤
人
ナ
ド
ヲ
棟
梁
ト

セ
リ
o

o
m番
歌
歌
注

此
う
た
に
、
園
の
せ
ん
さ
く
、
さ
の
み
は
い
ら
ざ
る
事
な
れ
ば
、
唯
、
八
雲
御
抄

又
、
範
兼
の
説
の
ご
と
く
、
濃
州
の
穏
葉
山
也
と
心
え
て
可
也
。

O
H
番
歌
歌
注

八
雲
一
云
、
龍
田
川
、
古
今
に
は
、
三
室
の
山
の
す
ゑ
と
見
ゆ
。
か
づ
ら
き
も
ち
か

し
。
後
撰
に
は
、
い
は
せ
の
も
り
近
し
。

o
n番
歌
歌
注

袖
中
抄
十
九
、
顕
昭
目
、
や
そ
し
ま
と
云
事
、
ふ
た
つ
の
様
あ
り
。
一
に
は
出

ひ
と

一
に
は
、
八
十
島
也
。
そ
れ
は
、
一
所
を
指
に

羽
園
に
や
そ
し
ま
と
云
所
侍
り
。

あ
ら
す
、
あ
ま
た
の
嶋
を
云
也
。
此
う
た
は

小
野
箪
一
朝
臣
、
隠
岐
図
へ
流
さ
れ

け
る
時
、
舟
に
乗
て
出
た
つ
と
て
、
京
な
る
人
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る
う
た
な

い
よ
ノ
¥
出
羽
の
や
そ
し
ま
と
は
不
レ
可
レ
忠
、
あ
ま
た
の
島
々
を
か
け
て

ン
一
ア

漕
出
る
と
思
定
む
べ
し
。
但
耳
町
論
義
に
難
目
、
お
ほ
か
る
島
を
い
は
£
千
嶋
共
百

れ
ば

「
貞
頭
抄
」

八
雲
云
、
天
香
久
山
あ
ま
の
岩
戸
を
お
し
ひ
ら
き
給
ふ
と
こ
ろ
や
。
か
こ
山
と
も
。

八
雲
云
、
万
葉
作
者
多
け
れ
と
も
、
家
持
・
人
丸
・
赤
人
な
と
を
棟
梁
と
せ
り
。

八
雲
御
抄
云
、
美
濃

い
な
は
の
山
。
因
幡
之
由
見
ニ
清
輔
抄
。
古
行
平
松
又
美
濃
作
。

(10) 

八
雲
云
、
龍
回
川
、
後
撰
ニ
ハ
い
わ
せ
の
森
近
。
古
今
ニ
ハ
、
三
む
ろ
の
山
の
す
へ

と
み
ゆ
。
又
か
つ
ら
き
も
近
し
。

顕
昭
云
、
や
そ
嶋
と
云
に
、
二
様
あ
り
。

一
戸
一
ハ
、
出
羽
に
八
十
嶋
と
云
所
あ
り
。
二
一
一
ハ

八
十
嶋
と
云
也
。
そ
れ
は

一
所
を
さ
〉
す
、
あ
ま
た
の
鳴
を
一
五
な
り
。
中
に
も
、
此
寄

は
、
筆
か
、
隠
岐
園
へ
被
流
け
る
時
に
、
舟
に
乗
て
出
立
て
、
京
な
る
人
の
も
と
に
遣
し

け
る
寄
な
れ
は
、
弥
出
羽
の
や
そ
嶋
と
は
不
レ
可
レ
思
一
五
云
。



『百人一首基箭抄』の注釈

嶋
と
も
可
レ
議
、
何
云
一
入
十
島
乎

答
云
、
千
島
と
も
百
属
共
よ
む
事
も
あ
り
。

文
八
つ
は
陰
数
の
き
は
ま
り
な
れ
は
、
よ
ろ
づ
の
も
の
L

か
ず
を
云
に
は
、
や
ゑ

と
も
よ
め
り
。
や
し
ほ
の
花
と
も
、
霜
八
た
び
置
共
云
也
(
下
客
)

O
同
番
歌
歌
注

し
の
ふ
の

袖
中
抄
に
、
顕
昭
目
、
し
の
ぶ
ず
り
と
は
、
陸
奥
の
信
夫
郡
に
、
も
ぢ
ず
り
と
て
、

こ
の
み

乱
た
る
す
り
を
す
る
也
。
無
名
抄
日
、
み
ち
の
く
信
夫
郡
に
乱
た
る
す
り
を
好
す

や
か

り
け
る
と
ぞ
云
停
た
る
。
所
の
名
と
頓
て
其
す
り
の
名
と
を
つ
£
け
て
よ
め
る
也

ト」云云。

o
m番
歌
歌
注

ル

ヒ

ヤ

ウ

レ

イ

ヲ

ス

ト

袖
中
抄
云
、
罰
史
に
は
、
難
波
津
に
始
て
立
二
湾
漂
一
の
よ
し
侍
り
。
其
年
未
レ
考

五
一
五
。

O
U
番
歌
歌
注

ン

カ

袖
中
抄
十
七
云
、
顕
昭
云
、
滋
賀
の
山
ご
え
と
は
、
北
白
川
の
瀧
の
か
た
は
ら
よ

り
の
ほ
り
て
、
如
意
の
峯
越
て
、
志
賀
へ
出
る
道
也
と
云
り
。

(11) 

袖
中
抄
、
陸
奥
の
郡
共
の
う
ち
に
け
ふ
と
云
と
ほ
り
な
し
。
と
ふ
の
す
か
こ
も
〉
と
ふ
の

郡
に
あ
こ
も
と
い
へ
り
。
そ
れ
も
さ
る
郡
な
し
。
し
の
ふ
も
ち
す
り
の
事
、
し
の
ふ
の
こ

ほ
り
は
た
し
か
に
侍
る
。
顕
昭
一
五
、

み
ち
の
く
の
信
夫
の
郡
に
、
も
し
す
り
と
て
、

み
た

れ
た
る
す
り
を
す
る
な
り
。

顕
昭
一
五
、

み
を
つ
く
し
と
は
、
河
口
な
と
に
水
の
ふ
か
き
所
を
湾
と
云
、
或
、
識
と
も
か

け
り
。
そ
の
み
を
の
し
る
し
に
た
つ
る
木
を
い
ふ
な
り
。
世
俗
に
は
、

み
を
し
る
し
な
と

い
ふ
を
、
和
寄
に
は
み
を
つ
く
し
と
よ
む
な
り
。
水
、
肱
舟
と
書
て
は
み
を
ひ
き
の
舟
と
よ

め
り
。
国
史
に
は
、
な
に
は
つ
に
始
て
た
て
は
し
め
た
る
と
あ
り
。
年
月
可
考
之
。

袖
中
抄
、
志
賀
山
越
と
は
、
北
白
、
河
の
瀧
の
か
た
は
ら
よ
り
の
ほ
り
て
、
如
意
の
み
ね

こ
え
に
志
賀
の
方
へ
出
る
道
也
。
経
頼
卿
記
云
、
後
一
条
の
御
時
、
殿
上
人
紅
葉
治
逢
の

ウ
リ
フ

た
め
、
志
賀
山
越
す
と
い
へ
り
。
茂
生
山
を
へ
て
、
歩
行
と
云
々
。
茂
生
と
は
、
白
川
の
瀧

の
上
な
り
。
恵
慶
法
師
か
浄
土
寺
の
和
寺
序
に
も
、

月
の
光
の
き
よ
き
て
う
茂
生
の
山
の

麓
と
か
け
り
。
茂
生
は
山
城
の
方
に
も
有
。
抑
志
賀
の
山
越
は
、

い
つ
も
す
る
事
也
。
古

今
秋
部
云
、

志
賀
山
越
に
て
よ
め
る

山
川
に
か
せ
の
か
け
た
る



I
i
E
の
検
討
に
よ
っ
て
、

「
基
箭
抄
」
に
お
け
る
「
貞
頭
抄
」
の
影
響
の
ほ
ど

次
節
で
は
、
視
点
を
変
え
て

「
基
箭
抄
」
の
凡
例
部
分
に
お
け
る
「
貞
頭
抄
」

は
、
あ
る
程
度
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

の
影
響
を
指
摘
す
る
。

と
こ
ろ
で
、

「
基
箭
抄
」
の
注
釈
に
は
、
他
に
も
影
響
が
指
摘
で
き
る
事
例
が

あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、

そ
れ
ら
を
検
討
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
次
掲
表
3

に
ま
と
め
て
掲
出
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

表
3 

「
貞
頭
抄
」
と
共
通
す
る
「
基
箭
抄
」
の
記
述

2008年3月
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『百人一首基箭抄』の注釈

ム

ス

コ

ハ

ヤ

ニ

安
世
ノ
男
也
。
早
ク
羽
林
ニ
ノ
ホ
リ
、
殊
更
仁
明
帝
ノ
加
近
侍
一
、
寵
遇
日
渥
。

ヱ
イ
サ
ン
ニ

嘉
祥
三
年
三
月
上
崩
タ
マ
ヒ
ヌ
。
不
ν

堪
一
哀
慕
一
登
容
山
一
。
剃
髪
ス
。
猶
元
亨

理
霊
園
詳
也
。

0; 
白 13: 
楽番;
天歌:
座歌:
右ノ注 1
銘ニ
日

モ

リ

ニ

モ

ル

ヨ

リ

千
里
始
足
下
高
山
起
一
一
一
塵

O
同
番
歌
歌
注
さ
い
か
う

そ
れ
七
種
の
菜
糞
を
服
し
て
万
病
を
の
ぞ
く
と
一
五
事

け

い

そ

さ

い

じ

き

か

く

ん

荊
楚
歳
時
記
・
大
宗
家
訓

な
ど
云
も
の
に
あ
り
。

七
種
と
は
、
或
う
た
に

¥
芹
五
行
な
づ
な
は
こ
ベ
ら
仏
の
座
す
〉
な
み
〉
な
し

是
や
七
種
又
は
¥
芹
な
つ
な
五
行
た
ひ
ら
く
仏
座
あ
し
な
み
〉
な
し
是
ぞ
な
〉
く

さ
O 

日 17
本番
紀歌
に歌
注

残f
賊?
強す
暴1<

と
か
け
り

又
は
、

千
早
振
・
千
刃
破
な
ど
も
書
也
。

ユ

ウ

セ

ン

ク

ツ

ニ

モ

モ

タ

ル

ニ

モ

モ

ル

遊
仙
窟
云
、
無
レ
冬
無
レ
夏
矯
鴬
乱
於
錦
杖
一
、
非
レ
古
非
レ
今
花
鮮
躍
於

銀
池
。
此
文
法
、
此
う
た
の
作
意
に
似
た
り
と
な
ん
。

o
m番
作
者
伝
記

伊
勢
物
語
作
者
也
。
寛
平
法
皇
ニ
モ
近
ク
ツ
カ
フ
マ
ツ
リ
テ
行
明
親
王
ヲ
ウ
メ
リ

シ
事
モ
侍
リ
。
サ
レ
ハ
、
源
氏
物
語
・
太
和
物
語
ナ
ド
ニ
モ
、
イ
セ
ノ
ゴ
ト
云
リ
。

女
御
ト
云
心
也
ト
ゾ
。

野
。
嘗
詫
目
、
慈
覚
之
資
。
安
然
之
師
。
人
品
可
知
。
元
慶
三
年
為
二
僧
正
一
。
仁
和
帝
重
一
一

(13) 

承
和
帝
加
近
侍
一
、
寵
遇
日
渥
。
嘉
祥
三
年
三
月
上
崩
。
不
堪
哀
慕
登
叡
山
一
。
薙
二
髪
於

慈
覚
之
室
一
。
学
亘
ム
ロ
蜜
一
。
又
勅
於
摺
持
院
一
、
受
一
三
部
濯
頂
子
座
主
園
路
。
講
璽
関
朝

昭
徳
望
一
。

二
年
賜
封
百
戸
。
又
為
元
慶
寺
座
主
。
寛
平
二
年
正
月
十
九
日
化
年
。
七
十

四白
氏
文
集
、
千
里
始
一
足
下
一
、

高
山
起
微
塵
一

荊
楚
歳
時
記
云
、
俗
以
七
種
ノ
菜
ヲ
作
レ
美
食
之
、
人
無
万
病
也
云
云

大
宗
家
訓
に
云
、
文
に
、
七
種
の
若
菜
を
採
て
調
て
氏
神
報
所
の
三
宝
、
次
に
父
母
献
シ
テ

後
に
是
を
食
す
れ
は
、
春
気
病
、
夏
の
疫
病
、
秋
の
痢
病
、
冬
黄
病
も
不
病
。
人
に
三
魂

七
暁
と
云
神
あ
り
。
天
に
七
曜
、
地
に
七
草
と
成
な
り
。
こ
れ
を
服
す
れ
は
、
我
魂
塊
気

力
を
ま
し
、
命
を
の
ふ
る
な
り
。

塩
嚢
云
、
正
月
七
日
の
七
種
の
事
、
な
に
、
〉
も
不
見
事
な
り
。

せ
り
な
つ
な
五
行
た
ひ
ら
か
傍
の
座
す
〉
な
み
〉
な
し
こ
れ
を
七
く
さ

芹
五
行
な
つ
な
は
こ
へ
ら
悌
座
す
〉
な
み
〉
な
し
こ
れ
や
七
く
さ

ち
は
や
ふ
る
、

日
本
記
に
は
、
残
賊
強
暴
と
書
也
。
千
岩
破
と
も
惨
と
も
か
く
。
千
刃
破

と
も
か
く
と
い
へ
り
。
神
道
に
口
停
の
あ
る
こ
と
〉
い
へ
り
。

モ

モ

タ

ル

ノ

ニ

そ

そ

遊
仙
窟
云
、
無
レ
冬
無
レ
夏
矯
鴬
乱
一
於
錦
杖
一
、
非
古
非
レ
今
花
鮮
躍
於
銀
池
一
。
こ

の
文
法
、
こ
の
寄
の
作
意
に
似
た
り
と
な
む
。
(
同
番
歌
の
頭
書
)

伊
勢
物
語
の
作
者
也
。
寛
平
法
皇
の
御
子
を
も
う
み
し
な
り
。
さ
る
よ
り
て
、
伊
勢
の
ご

と
は
い
ひ
け
る
と
そ
。
女
御
と
い
ふ
こ
〉
ろ
な
り
と
そ
。



o
m番
作
者
伝
記

(14) 

神
皇
正
統
記
一
五
、
皇
子
ヲ
親
王
ト
云
事
、
四
十
二
代
文
武
御
持
始
レ
之
。
神
皇
正
統
記
日
、
皇
子
を
親
王
と
い
ふ
事
、
四
十
二
代
文
武
御
時
に
始
之
。

O
幻
番
作
者
伝
記

遍
昭
ノ
モ
ト
ヘ
行
タ
レ
ハ
、
法
師
ノ
子
ハ
法
師
コ
リ
ヨ
ケ
レ
ト
テ
、

ヤ
マ
ト

マ
フ
ヨ
シ
、
太
和
モ
ノ
語
ニ
ア
リ
。

法
師
ニ
シ
タ

2008年3月

O 
o 25 
狭き番

存E華
町注

思
ひ
出
る
の
ち
中
々
わ
び
し
き
も
こ
よ
な
ふ
目
さ
ま
し
か
り
け
る
道

し
ば
の
露
の
名
残
な
り
か
し
。
逢
坂
山
の
さ
ね
か
つ
ら
は
、
人
し
れ
ぬ
御
心
中
ば

O か
五ごり
味みに
子し

O お
平日 ほ
名し
左た
祢え
加す
旦

良

カ

ハ

ク

ク

ス

ン

ガ

イ

か

ら

く

し

か

し

テ

シ

ハ

、

三

キ

皮

完

甘

酸

核

中

辛

苦

都

有

二

耐

醐

味

都
有
酸
味
、
名
五
味
也
。

第4号

名
五
味
一
也
。

o
m番
歌
歌
注

狭
衣
に
、
雪
も
か
き
く
ら
し
ふ
り
積
る
庭
の
を
も
は
、
人
め
も
く
さ
も
か
れ
果
て
、

広島国際大学医療福祉学科紀要

O ・
35 :み
番:ゃ
，.." ~ 

注 lの
!内
;と
:も
?見

え

ず

遍
昭
の
も
と
へ
ゆ
き
た
れ
は
、
法
師
子
は
法
師
こ
そ
よ
け
れ
と
て
、
法
師
に
し
給
ふ
よ
し
、

大
和
物
語
に
あ
り
。
な
ら
の
い
そ
の
か
み
ふ
る
の
寺
に
す
む
と
み
え
た
り
。

狭
衣
に
、
思
ひ
出
る
の
ち
中
々
わ
ひ
し
き
も
こ
よ
な
う
め
さ
ま
し
か
り
け
る
道
し
は
の
霧

の
名
残
な
め
り
か
し
。
あ
ふ
坂
山
の
さ
ね
か
つ
ら
は
、
人
し
れ
ぬ
御
心
中
は
か
り
に
は
お

ほ
し
た
え
す
。

順
和
名
、
五
味
さ
ね
か
つ
ら
。
蘇
敬
日
、
五
味
、
佐
祢
加
豆
良
、
皮
完
甘
酸
核
中
辛
苦
、

狭
衣
に
云
、
雪
も
か
き
く
ら
し
ふ
り
つ
も
る
庭
の
面
は
、

い
と
心
ほ
そ
さ
も
ま
さ
る
云
云
。

人
め
も
草
も
か
れ
は
て
〉
、

み

い

と

心

ぽ

そ

さ

も

ま

さ

る

と

あ

り

。

や

こ

の

内

と

も

み

え

す

。

万
葉
に
、
人
者
縦
と
一
五
縦
の
字
を
い
さ
と
よ
ま
せ
た
り
。

万
葉
云
、

入
者
綴
と
書
綴
の
字
、
い
さ
と
よ
ま
し
た
り
。

O
幻
番
歌
歌
注

古
今
に
、

風
ぞ
し
く
め
る
と
よ
め
る
に
ひ
と
し
。

O 
此 38
う番
た歌
、(歌

太:注
平日)

物
語

男
の
わ
す
れ
じ
と
高
の
事
を
か
け
て
誓
け
る
が
、

れ

に

け

る

後

に

い

ひ

や

り

け

る

と

あ

り

。

忘

れ

に

け

る

の

ち

に

い

ひ

や

り

け

る

云

云

。

O
削
番
歌
歌
注

古
今
集
に

し
り
に
け
む
き
え
て
も
い
と
へ
世
中
は
な
み
の
さ
は
き
に
か
せ
そ
し
く
め
る

僻
案
抄
、
風
そ
し
く
め
る
は
、
後
撰
の
寄
に
も
し
ら
露
、
ー
ー
と
も
よ
め
り
。
し
き
り
に
ふ

き
し
く
か
せ
を
ふ
き
し
く
と
も
風
そ
し
く
め
る
と
も
云
也
。

わ
す

大
和
物
か
た
り
に
、
お
と
こ
の
わ
す
れ
に
し
と
よ
ろ
つ
の
こ
と
を
か
け
て
ち
か
ひ
け
れ
と
、



『百人一首基箭抄』の注釈

¥
た
ぐ
へ
や
る
我
た
ま
し
い
を
い
か
に
し
て
は
か
な
き
空
に
も
て
は
な
る
ら
ん

沙
石
集
云
、
天
徳
の
御
寄
合
の
時
、
兼
盛
・
忠
見
、
左
右
に
つ
が
ひ
て
け
り
。
初

出
怒
と
云
題
を
給
は
り
て
、
忠
見
、
秀
寄
よ
み
出
し
た
り
と
思
ひ
て
、
兼
盛
も
い
か

で
是
ほ
ど
の
う
た
よ
む
べ
き
と
思
ひ
け
る

¥
態
す
て
ふ
我
名
は
ま
だ
き
立
に
け
り
|
|
掠
、
院
に
御
前
に
て
判
せ
ら
れ
け
る

に
、
か
ね
も
り
か
う
た
に
、

¥
つ
〉
め
と
も
い
ろ
に
出
け
り
我
懲
は

1
1
共
に
秀
寄
な
り
け
れ
は
、
小
野
宮
殿

し
ば
ら
く
天
気
を
伺
ひ
給
ひ
け
る
に
、
御
門
、
兼
盛
か
う
た
を
両
三
返
微
音
に
御

詠
し
あ
り
け
り
。
初
、
天
気
左
に
あ
り
と
て
、
兼
盛
勝
に
け
り
。
忠
見
そ
れ
よ
り

ア

リ

コ

ト

胸
ふ
さ
か
り
、
不
食
の
病
と
な
り
て
死
け
る
よ
し
有
。
事
な
が
け
れ
ば
客
レ
之
。

o 
た十字44: 
り -"'-7番;

け和歌:
る物歌:
証注

目

あ
さ
た
£
の
中
将
、
人
の
妻
に
て
有
け
る
人
に
、
忍
ひ
て
逢
わ

他

圃

也

女
も
思
ひ
か
は
し
て
住
け
る
程
に
、
か
の
男
、
人
の
園
の
守
に
な
り

朝
忠
そ
女
そ

て
下
り
け
れ
は
、
是
も
か
れ
も
、
い
と
あ
は
れ
と
思
ひ
け
り
。
さ
て
、

よ
み
て
つ

か
は
し
け
る

と
な
ん
下
り
け
る
日
い
ひ
や
り
け
る
。

o
m番
作
者
伝
記

ヲ

元
亨
稽
書
云
、
羽
林
次
将
藤
義
孝
者
、
大
師
謙
徳
公
第
四
子
也
。
朝
事
隙
講
一
一
法
華
、

ク

ヲ

ス

永
絶
=
耀
輩
。
天
延
二
年
秋
、
染
レ
病
諦
一
一
方
使
品
而
逝
去
。
下
客
。

轡
す
て
ふ
|
|

(15) 

天
徳
の
耳
合
の
時
、
兼
盛
・
忠
見
、
左
右
に
つ
か
ひ
て
け
り
。
初
出
惣
と
云
題
を
給
て
、
忠

見
、
秀
寄
よ
み
い
た
し
た
り
と
思
ひ
て
、
兼
盛
も
い
か
て
此
ほ
と
の
寄
よ
む
へ
き
と
思
け

る。さ
て
、
す
で
に
御
前
に
て
講
し
て
判
せ
ら
れ
け
る
に
、
兼
盛
か
寄
に
、

忍
れ
と
い
ろ
に
出
に

l
l

共
に
秀
豆
町
な
り
け
れ
は
、
小
野
宮
殿
し
は
ら
く
天
気
を
う
か
〉
ひ
給
け
る
に
、
御
門
、
兼

盛
寄
を
微
音
に
両
三
返
御
詠
あ
り
け
り
。
仰
、
天
気
左
に
有
と
て
、
兼
盛
勝
に
け
り
。
忠

見
そ
れ
よ
り
む
ね
ふ
さ
か
り
、
不
食
の
病
付
て
頼
な
き
由
聞
て
兼
盛
と
ふ
ら
ひ
け
れ
は
、

別
の
病
に
非
す
、
御
耳
同
合
の
時
、
秀
寄
よ
み
い
た
し
て
覚
侍
し
に
、
殿
の
「
も
の
や
お
も

ふ
と
人
の
と
ふ
ま
で
」
に
あ
は
と
お
も
ひ
て
、
あ
さ
ま
し
く
覚
し
よ
り
む
ね
ふ
さ
か
り
で
か

く
お
も
く
侍
と
て
、
つ
ゐ
に
み
ま
か
り
に
け
り
。
執
心
こ
そ
よ
し
な
け
れ
と
も
、
道
を
執

す
る
習
、
け
に
も
と
覚
え
て
、
哀
に
侍
な
り
。
と
も
に
名
寄
に
て
、
拾
遣
に
入
て
侍
に
や
。

(ω
番
1
引
番
頭
書
)

大
和
物
語
一
五

あ
さ
た
訟
の
中
将
、
人
の
女
に
で
あ
り
け
る
人
に
、
忍
ひ
て
あ
ひ
わ
た
り
け
る
。
女
も
、

お
も
ひ
か
は
し
て
往
け
る
程
に
、
か
の
男
、
人
の
園
の
か
み
に
な
り
て
く
た
り
け
れ
は
、

こ
れ
も
か
れ
も
、
い
と
あ
わ
れ
と
お
も
ひ
け
り
。
さ
て
、
よ
み
で
っ
か
は
し
け
る
、

た
く
へ
や
る
わ
か
玉
し
ゐ
を
い
か
に
し
て
は
か
な
き
空
に
も
て
は
な
る
ら
ん

と
な
む
く
た
り
け
る
日
い
ひ
や
り
け
る
。

元
亨
釈
書
云
、
羽
林
次
終
藤
義
孝
者
大
師
謙
徳
公
第
四
子
也
。
朝
事
隙
諦
一
法
花
永
絶
二
握

輩
。
天
延
二
年
秋
、
染
レ
病
諮
一
一
方
便
品
一
而
逝
。
異
香
満
レ
室
。
亜
相
藤
高
遠
平
居
友
善
、

義
孝
卒
不
レ
幾
、
夢
在
宮
中
一
、
与
二
義
孝
一
娯
遊
峨
聯
日
、
昔
約
二
蓬
莱
宮
裏
月
一
、
今
居
一
一

極
楽
界
中
花
二
高
遠
覚
後
哀
嘆
。



「
基
箭
抄
」
凡
例
に
お
け
る
「
貞
頭
抄
」
の
影
響

「
基
箭
抄
」
に
は
、
季
吟
の
序
文
と
注
釈
部
分
の
聞
に
「
基
箭
抄
簡
端
/
凡
例
」

と
呼
ば
れ
る
端
書
き
が
あ
る
。

一
方
、

田貞
中頭
の抄

金己
力士は

f:::. 巻」頭
拠日
てコ 巴ー「

て 百
内人
dヲ

廿

を首

大
意
」
と
名
付
け
ら
れ
た
総
説
が
あ
る
。

示
す
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

2008年 3月
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両
書
の
具
体
的
な
対
応
を
検
討
し
て
み
る
と
、

V
は
-n
に

皿
も

v
の
前
半

に
ほ
ぼ
該
当
す
る
文
章
が
あ
る
。

ー
に
は
、

i
…m
w
H
か
ら
一
部
文
章
が
借
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
(
対
応
は
、
表
4
を
参
照
さ
れ
た
い
)
。

ら
ん
じ
ゃ
う

冒
頭
部
分
に
「
此
百
首
の
濫
暢
は
、
玄
旨
法
印
の

題
号
・
濫
鱒
」
は
、

抄
に
あ
る
ご
と
く
」
と
あ
る
よ
う
に

「
幽
斎
抄
」
の
巻
頭
序
に
大
き
く
拠
っ
て

執
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
、

「
幽
斎
抄
」
に
は
、

見
え

な
い
文
言
も
多
い

田
中
は
、

全
体
と
し
て
み
る
と
き
、
こ
の
(
稿
者
注
「
基
箭
抄
」
)
凡
例
部
分
の
説
明
は
、

そ
の

基
本
を
幽
斎
抄
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
幽
斎
抄
の
骨
子
と
な
っ
て
い
る
三
条
西
家
流

の
講
談
に
材
料
を
仰
い
だ
か
と
思
わ
れ
、

そ
れ
を
う
ま
く
按
配
し
て
成
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
初
学
者
に
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
要
点
の
解
説
に
主
力

寝勲
~唄..  -一一一-寸

明鞠時掛必説臨ぬ込目

「基箭抄j簡端/凡例(勉誠社文庫44)

(16) 

『貞頭抄」百人一首大意(前掲田中著書)



を
注
ぎ
、
そ
れ
を
誇
々
と
く
り
か
え
し
説
い
て
、
内
容
理
解
を
深
め
て
行
く
方
法

を
と
っ
て
い
る
。

と
述
べ
て
い
る
が
(
日
)
、

そ
う
し
た
材
料
を
得
た
も
の
の
一
つ
が
、

「
貞
頭
抄
」

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
例
を
上
げ
て
み
よ
う
。

「
基
箭
抄
」
凡
例
は
、
先
ず
、
『
百
人
一
首
』
の
題
号
の
こ
と
か
ら
説
き
始
め
、

次
い
で
、

そ
の
成
立
の
経
緯
(
濫
暢
)
に
つ
い
て
触
れ
、
和
歌
の
花
実
の
問
題
を

導
い
て
、

二
条
家
歌
学
に
お
け
る
『
百
人
一
首
』
の
重
要
性
を
提
示
す
る
と
い

っ
た
構
成
で
あ
る
。

『百人一首基箭抄』の注釈

題
号
に
関
し
て
は
、

だ

い

が

う

く

は

う

も

ん

こ

ん

ゑ

ら

み

一
題
号
を
百
人
一
首
と
云
る
は
、
黄
門
定
家
卿
、
古
今
百
人
の
寄
を
撰
て
、

さ

ん

ざ

う

が

た

こ

う

せ

い

小
倉
の
山
庄
の
障
紙
の
色
紙
形
に
書
置
せ
給
ひ
っ
る
を
、
后
世
に
百
人
一
首
と
号

す
る
也
と
は
、
百
人
の
う
た
一
首
づ
与
と
云
心
を
つ
£
め
て
云
る
な
り
。

と
「
貞
頭
抄
」
の
解
釈
を
補
い
、
和
歌
の
花
実
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

い

に

し

へ

け

う

か

い

は

し

み

其
故
は
、
古
よ
り
此
道
は
、
世
を
治
め
民
を
み
ち
び
く
教
誠
の
端
た
れ
ば
、
賓

し

よ

う

こ

ろ

ほ

ひ

み

を
根
本
と
し
て
花
を
ば
枝
葉
に
す
べ
き
こ
と
な
る
に
、
新
古
今
の
比
及
は
、
賓
を

わ
す
れ
、
偏
に
花
を
本
と
せ
し
か
は
、
卿
、
本
意
な
く
思
給
ひ
て
、
此
百
首
を
撰
、

こ

う

せ

い

み

山
庄
に
ひ
め
を
き
、
本
意
を
後
世
に
顕
し
給
し
な
り
。
さ
れ
ば
、
此
百
首
は
、
賓

す

こ

し

せ

い

あ

を
宗
と
し
て
は
な
を
ば
少
か
ね
た
る
と
ぞ
。
井
蛙
抄
云
、
嵯
峨
の
山
庄
の
障
子
に
、

上
古
以
来
の
寄
仙
百
人
の
似
せ
繕
を
か
き
て
、
各
一
首
の
う
た
を
か
き
そ
へ
た
る
。

更
に
、
此
う
る
は
し
き
一
株
の
外
、
別
の
駄
な
し
と
云
一
五
。
う
る
は
し
き
鉢
と
あ
る

く
は
じ
っ
さ
う
だ
い

が
、
花
賞
相
封
の
こ
と
な
る
べ
し
。
よ
く
吟
味
し
て
可
レ
知
こ
と
な
り
。

み

す

と

し

と
「
賞
を
宗
と
し
て
は
な
を
ば
少
か
ね
た
る
」
と
い
う
、

「
幽
斎
抄
」
に
拠
っ
た

『
百
人
一
首
』
の
特
徴
を
、
や
は
り

「
貞
頭
抄
」
の
説
明
で
補
足
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

「
基
箭
抄
」
が
、
初
学
の
人
に
も
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
執
筆
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
(
三
、
よ
り
分
か
り
ゃ
す
く
丁
寧
な
説
明

の
た
め
に

「
貞
頭
抄
」
の
文
章
は
適
宜
活
用
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ち
な
み
に

基
箭
抄
」
凡
例
の
、

新
古
今
を
五
人
に
〈
通
旦
(
・
有
家
/
定
家
・
家
隆
・
雅
経
)
仰
て
撰
れ
し
な
り
。

然
る
に
、

そ
っ
ら
ん
い
ぜ
ん

定
家
卿
は
、
奏
覧
以
前
、

ブE

父
の
喪
に
こ
も
り
居
給
へ
り

〈
俊
成
は
、

久
元
年
三
月
廿
五
日
¥
卒
。
九
十
一
。
又
一
説
ハ
、
母
ノ
喪
な
り
〉
O

と
も
に
一

I

題
号
・
濫
傍
」
)

と
い
う
記
述
も
、

貞
頭
抄
」
に
引
用
さ
れ
た
幽
斎
序
の
頭
書
に

五
人

通
具

有
家

定
家

家
隆

雅
経

(17) 

父
の
喪
と
は
、
俊
成
卿
の
死
給
ふ
事
也
。

元
久
元
年
三
月
廿
五
日
卒
。
九
十
一
。

一
説
母
喪
也
。

と
あ
る
注
釈
に
拠
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、

も
っ
と
子
細
に
検
討
す
れ
ば
、

「
基
箭
抄
」
と
「
貞
頭
抄
」
と
の
関
係
を
よ
り
細
や
か
に
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

さ
て
、

こ
こ
ま
で
、

「
基
箭
抄
」
に
お
け
る
「
貞
頭
抄
」
の
影
響
の
ほ
ど
が
、
目
対

体
的
に
明
ら
か
に
な
っ
た
が

次
節
で
は
、

「
基
箭
抄
」
と
「
貞
頭
抄
」
「
百
人

首
大
意
」
の
記
述
や
頭
書
の
注
釈
の
多
く
が
「
増
註
」
に
引
か
れ
て
い
る
、
加
藤

磐
斎
著
「
百
人
一
首
増
註
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
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き(人 て な る 世 さ

ら と 霊 た と ，心 さ を き 花
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。d て 道 ら ふ き と

、
ネ;意」 き
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卿P
。 、R

lま 」予 み
、F
撰
ぬ lま く 上 た 天

、
」 の 」

故
の と も 定 ). :::. ち 文 な て

、
皇 る 下 古な

本
条家
な の 家 ろ し fT lま 後 る 何 そ 後 の

を 4-
意 り な 卿 成 *羽'b. れ 武 れ 世 J、、 事 の ，鳥 4卸 よ 治 相
を 。コ;

。
れ 出 J、、 J、、 た ぬ も 時 :J~ ，心 り む 惇し

し ヰ円弓.， さ l土 車合 し り まマ周 と み 。 仰 難 院 あ て る 。コ
ら 肉l れ I土

。 。
ぬ 公 き ち 和Icあ l土

、 、R
E 」

(18) 



『百人一首基箭抄』の注釈

は孔の世世条さ直
子行ぎにに家れさ

和寄道 の 5残行のばせ
出か給こ骨 給
不た也と髄黄ひ

はゐき。 d かと p~ し
世 故孔たあの事
」は に子くれ心あ
残 、、、ばはり
る儒春文風、明
v 道秋武俗よな然

と世を周悪くるれ
あ{;::作公く/もは
る」りの成¥の
ま残、道ぬ学な帝
じき詩をる知りの
と」継 v ベ。御
いと書給」と者E 新
有を を事宇勅{;::
Rまおどなな撰古
じさもげり℃と御
きめ き 此後

以 がP 道て君給蒙常 百悔

上 とを ひ卿首の
く后師 ののこ

I 代の此時心と
定に位百代同も

題 家残を首、 cか有
号 卿しゑを和るけ
出給ず撰寄ベる

濫 不 しひのしに
傍 レりて 道。や
) 給。道後 二

参るうの 文百; き之其真ふとりにん
考へる寄 選人' ま謀花名事るえあと
)きはを又 b にー へ、孤序 とはりなzにしかさ 、首ー ぬ 築五こな 。ら

更にー でききか 百題; へ草 のら人人同
γ 、此伝・株その 一号 a し 為 至及百は丸丸
正上来 とへ山 のは と レド人、 心百
う古史」人いた荘・ 詩 a な婦 好有彼時 花貫を人
る 下へるの と百 り人 首実之しー
は是正 絡る。障 い人之色饗のののら首

し寄山 )かさ子 ふ事 寄告 右家之湊口こ心んに
き仙庄 、らに あ一 滴俸とをとあ
ーのに 花 5 、 首 難以 あわしな R
体似を 実」上 売っ レレ入賞るりらら

の せ給を か 相りフ古 t >. 進此奪事なるはつ
外れ 針 る しと 丈為淫 とる

し の 来 も し、 花 上そへきつゆ
別書也 寄は寄， 夫 。しこらき
のて。 のし仙 よふ 之鳥浮花。とゅの
毒事、井 事き百' り心: 前之詞実そなき心
な各蛙 な一人 所につを 。使ー雲ゐとれるにを
L ー抄 る鉢の せ〉 こ 輿ニ云にへあし
云。首云 への似 るめ の乞 事よしれら
の、 し特せ にて こ食艶はり。はん
寄さ 。給 ゃい>.客流 てい と
をが よ別を 。へ 以 ろ 泉ノ古、か百な

書の く言書 る 上 を以涌士今花な人ら
そ山 羽吟 な て ...・な 1 よ 此 序実る は
へ庄 味 、 III 下る' く為 其に相こ首
たの 読し云各 a 書 略 へ'精 / 寅あ聖母とを定
る障 法 て云ー' し ¥活皆りとをさ家
子 )し。首;名) 。自神 わ計落。いさと卿

(19) 
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一
五
ケ
の
大
事
と
云
は

一
に
は
、
人
丸
の
う
た
。
二
に
は
、
喜
撰
が
う
た
。
三
一
に
は

仲
丸
の
帯
。
四
に
は
、
忠
峯
が
う
た
。
五
に
は
、
定
家
の
う
た
也
。

又
一
流
に
は
、
家

持
、
忠
峯
、
経
信
、
法
性
寺
殿
叫
鎌
倉
右
大
臣
の
寄
を
一
五
也
。
其
外
、
作
者
の
よ
み
や

せ
い
だ
く

ぅ
、
耳
同
の
清
濁
も
口
侍
有
こ
と
な
れ
は
、
可
レ
尋
知
こ
と
也
。

(
以
上
、

E

五
箇
の
大
事
」
)

ニ

モ

ト

ノ

ノ

ト

人
王
七
十
八
代
二
条
腕
時
応
保
三
年
誕
生
。
元
名
季
光
。
号
二
京
極
黄
門
一
。

フ

ヲ

タ

リ

ノ

ニ

シ

テ

治
承
元
、
其
歳
停
道
統
一
。
元
久
二
矯
一
新
古
今
撰
者
五
人
最
一
。
此
撰
衆
寛
混
雑
、
不

ノ

ニ

ニ

モ

ク

ユ

ピ

シ

テ

ヲ

ス

レ
適
一
一
卿
之
懐
一
。
故
帝
亦
悔
レ
之
。
再
勅
貞
永
元
撰
新
勅
撰
一
、
天
福
二
奏
レ
之
。
撰
述

ン

テ

ノ

ヲ

ノ

ヲ

テ

ノ

ノ

ヲ

ス

ノ

ヲ

タ

メ

ニ

尤
尤
多
。
奉
後
鳥
羽
院
勅
一
、
撰
八
代
集
秀
逸
二
承
堀
川
院
詔
二
口
玉
秀
寄
大
体
一
。
矯

ノ

ヲ

タ

メ

ニ

ノ

ス

ノ

ヲ

ノ

エ

シ

征
夷
将
軍
一
、
撰
近
来
秀
専
一
、
矯
衣
笠
内
府
一
抄
一
和
一
骨
庭
訓
一
。
依
尊
快
親
王
命
一
、
記

ノ

ヲ

ン

テ

ヲ

ス

ヲ

ス

ト

詠
寄
大
概
一
、
詠
未
来
記
一
、
繊
将
来
一
。
小
倉
山
庄
色
紙
瓦
町
、
后
世
、
号
一
百
人
一
首
一
。

古
来
風
鉢
抄
、
鵜
本
末
、
鷺
本
末
、
柄
火
桶
、
三
代
集
秘
訣
、
源
氏
物
語
奥
入
、
伊
勢

ノ

コ

ロ

テ

テ

ヱ

ス

ヲ

物
語
秘
授
等
、
汗
牛
充
棟
、
不
レ
可
勝
計
一
。
元
久
頃
、
骨
甘
詣
住
吉
神
二
感
一
一
霊
夢
一
、

ス

ノ

ヲ

ト

シ

テ

ニ

シ

テ

ヲ

ト

ソ

ノ

神
示
汝
月
明
三
字
一
。
白
レ
是
神
識
洞
然
無
レ
碍
。
故
、
号
賓
録
一
日
一
一
明
月
記
一
。
凡
、
郷

夕

日

ニ

之
遊
察
也
、
有
職
・
治
記
・
文
皐
・
英
毅
・
詩
賦
・
文
辞
、
班
コ
々
子
二
家
集
・
家
録
一
、

そ

ラ

ル

ノ

メ

エ

ノ

ヲ

ホ

ハ

レ

シ

筆
記
尤
見
レ
禰
。
騎
射
・
蹴
鞠
之
雑
技
、
震
寄
向
学
一
一
所
掩
、
后
代
稀
鮮
レ
問
。
貞
永
一
冗
年

ス

ニ

シ

テ

シ

五

フ

十
月
十
一
日
出
家
、
法
名
明
静
。
仁
治
二
年
八
月
廿
日
歳
八
十
卒

一
定
家
卿

(
以
上
、

定
家
卿
略
伝
記
)

*
「
定
家
卿
伝
記
」
部
分
は
、
若
干
の
異
同
も
あ
る
が
、

ほ
ぼ
同
文
と
考
え
て
傍
線
を
省
略
し
た
。

一
百
人
一
首
に
、
五
一
苛
大
事
と
云
こ
と
あ
り
。

一
に
は
、
人
丸
の
足
引
の
山
と
り
の
芽
、

一
一
に
は
、
喜
撰
、
わ
か
い
ほ
は
み
や
こ
の
た
つ
み
の
帯
、
三
に
は
、
仲
丸
あ
ま
の
原

ふ
り
さ
け
み
れ
は
の
寄
、
四
に
は
、
忠
史
7

か
、
有
明
の
つ
れ
な
く
み
え
し
別
よ
り
の

膏
、
五
に
は
、
定
家
、
こ
ぬ
人
を
ま
つ
ほ
の
う
ら
の
夕
な
き
に
の
寄
也
。
又
一
流
に

家
持
・
忠
峯
・
経
信
・
法
性
寺
殿
・
鎌
倉
右
大
臣
の
劃
を
い
ふ
な
り
。
是
を
っ
た
へ

ね
は
、
百
人
一
首
の
本
意
と
せ
る
と
こ
ろ
し
れ
ぬ
な
り
。
作
者
の
よ
み
品
川
う
、
寄
の

( 

V 

秘
伝
)

清
濁
を
も
口
停
の
う
く
る
事
な
り
と
そ
。
・
・
・
(
下
略
)

一
定
家
卿

人
王
七
十
八
代
二
条
院
嬢
保
二
年
誕
生
。
元
名
季
光
。
号
京
極
黄
門
。

治
承
元
、
其
歳
簿
一
道
統
-
。
元
久
二
矯
一
新
古
今
撰
者
一
五
人
之
最
。
此
撰
衆
寛
混
雑

不
レ
適
二
卿
之
懐
一
。
故
帝
亦
悔
レ
之
。
再
勅
貞
、
一
水
元
撰
一
一
新
勅
撰
一
、
天
福
二
奏
レ
之
。
撰

述
尤
尤
多
。
奉
後
鳥
羽
院
勅
一
、
撰
八
代
集
秀
逸
二
承
堀
川
院
詔
一
、
口
玉
二
秀
寄
大

体
一
。
為
征
夷
将
軍
二
撰
一
近
来
秀
寄
一
、
為
衣
笠
内
府
一
抄
二
和
寄
庭
訓
一
。
依
一
尊

快
親
王
命
一
、
記
詠
寄
大
概
一
、
詠
未
来
記
二
織
一
将
来
一
。
小
倉
山
庄
色
紙
耳
、
后

世
、
号
二
百
人
一
首
一
。
古
来
風
株
抄
、
鵜
本
末
、
鷺
本
末
、
桐
火
桶
、
三
代
集
秘
訣

源
氏
奥
入
、
伊
勢
物
語
秘
授
等
、
汗
牛
充
棟

不
レ
可
勝
計
一
。
元
久
之
頃
、
骨
甘
詣

住
吉
一
、
神
感
霊
夢
、
神
示
汝
月
明
之
三
宇
一
。
自
レ
是
神
識
洞
然
無
レ
碍
。
故
、
号

貫
録
一
回
二
明
月
記
一
。
凡
、
卿
之
遊
義
也
、
有
職
・
治
記
・
文
学
・
英
毅
・
詩
賦
・
文

本

ノ

マ

、

本

ノ

マ

、

辞
、
班
々
子
家
集
・
家
録
、
筆
記
亦
尤
見
禰
。
騎
射
・
蹴
鞠
之
雑
技
、
為
寄
学
一
所
レ

四

条

院

年

号

掩
、
后
代
称
鮮
問
。
貞
永
一
冗
年
十
月
十
一
日
出
家
、
法
名
明
静
。
仁
治
二
年
八
月
廿

日
八
十
歳
卒
。
・
・
(
以
下
略
)

( 

E 

作
者
)
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四

「
基
箭
抄
」
と
「
増
註
」
と
の
関
係

加
藤
磐
斎
著
「
百
人
一
首
増
註
」
(
以
下
、

「
増
註
」
と
略
す
)
は
、
『
三
部
抄
増

註
』
の
一
部
で
、
巻
頭
磐
斎
序
に
、

増
註
云
、
先
年
玄
旨
法
印
の
三
巻
抄
に
き
〉
を
け
る
事
ど
も
を
大
意
に
記
し
、
貞

徳
の
聞
書
七
百
枚
ほ
ど
あ
る
よ
り
ぬ
き
い
で
〉
、
頭
書
に
し
て
貞
徳
頭
書
抄
と
名

づ
け
て
板
行
せ
し
め
た
り
し
を
少
々
こ
れ
に
も
の
せ
て
、

又
更
に
増
註
を
し
侍
る

な
り
O
i
-
-
-

『百人一首基箭抄』の注釈

(
引
用
は
、
『
百
人
一
首
増
註
』
八
坂
書
一
房
呂
田
、
青
木
賢
豪
解
説
)

と
あ
る
よ
う
に
、

「
貞
頭
抄
」
に
磐
斎
の
説
を
加
え
て
一
書
と
な
し
た
も
の
で
あ

る

「
基
箭
抄
」
以
前
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、

「
基
箭
抄
」
の
編
者
秋
扇
(
あ

る
い
は
、
祖
父
某
)
が
、
貞
徳
の
所
説
を
「
増
註
」
か
ら
得
て
い
た
可
能
性
は
あ

る
だ
ろ
う
か
。

「
増
註
」
に
つ
い
て
詳
細
な
注
を
付
し

「
貞
頭
抄
」
か
ら
の
引

青
木
賢
豪
は
、

用
部
分
を
明
示
し
、

「
貞
頭
抄
」
と
「
増
注
」
と
の
関
係
つ
い
て

そ
れ
で
は
頭
書
抄
に
お
い
て
頭
書
と
し
て
示
さ
れ
た
貞
徳
か
ら
の
聞
書
は
増
注
で

ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
吉
田
幸
一
氏
(
『
和

泉
式
部
研
究
二
』
第
二
編
E
「
百
人
一
首
古
注
釈
書
」
)
が
、
用
例
は
幽
斎
抄
・
頭
書

抄
の
範
囲
を
出
て
い
な
い
と
指
摘
さ
れ
る
通
り
で
、
証
歌
や
故
事
・
語
注
等
の
典

拠
は

て
二
の
例
外
を
除
く
と

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
頭
書
抄
の
頭
注
か
ら
取
捨

し
て
移
し
た
も
の
で
あ
る
。
•.• 

と
ま
と
め
、

「
幽
斎
説
を
組
み
合
わ
せ
た
り
(
恵
慶
の
例
)
省
略
し
た
り
す
る
引

用
態
度
や
、
頭
書
抄
頭
注
の
『
百
人
一
首
増
注
』

へ
の
引
用
に
際
し
て
の
取
捨

な
ど
に
は
磐
斎
の
主
体
的
な
態
度
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」
と
論
じ

て
い
る
(
日
)
O

青
木
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

「
増
注
」
は
、

「
貞
頭
抄
」
か
ら
適
宜
必
要
な

注
釈
を
取
捨
し
て
い
る
。

そ
の
点
を
確
認
す
れ
ば
、

「
基
箭
抄
」
が
、
直
接
「
貞

頭
抄
」
に
拠
っ
た
の
か
、

「
増
注
」
に
拠
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
も
明
ら
か
に
で

き
ょ
う
。
結
論
を
一
不
す
と
、
や
は
り
、

「
基
箭
抄
」
は
「
貞
頭
抄
」
に
拠
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
根
拠
を
、

二
で
取
り
上
げ
た

I
E
E
の
項
目
で
説
明
す
る
と

以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

①
貞
徳
の
所
説
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
た

5
、

ど
は
、

増
註

よ
り
は

貞
頭
抄

の
文 12

と 22
近番
い歌
(歌

己注
な

9 

明
ら
か
に

(
「
増
註
」
で
は
、
「
貞
頭
抄
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

「
増
註
」
で
は
、
貞
徳
の
所
説
の
範
屈
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
)

(21) 

(ニの
I
)

②
「
貞
頭
抄
」
に
拠
っ
た
と
指
摘
し
た
参
考
歌
四
十
四
首
の
う
ち
、
「
増
註
」

わ
ず
か
に
八
首
(
お
よ
そ
同
%
(
日
)
)
し

で
も
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、

ミ

t

、。

カ
f
i
v

(
『
貞
頭
抄
」
が
多
く
参
考
歌
を
引
用
し
て
い
る
と
い
う
注
釈
の
特
徴
が
、
「
基
箭

抄
」
で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う

(
二
の

H
)

③
「
貞
頭
抄
」
と
の
関
係
を
想
定
し
た
歌
論
・
歌
学
書
に
は

「
増
註
」
に

引
か
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
が
(
叩
例
、

お
よ
そ
臼
%
)
、

「
増
註
」
に
見

え
な
い
引
用
も
あ
る
(
同
)
O

(
二
の
皿
)

ま
た
、
一
二
で
取
り
上
げ
た
、

「
基
箭
抄
」
凡
例
で
は

「
五
箇
の
大
事
」
の
、

一
に
は
、
人
丸
の
う
た
。

二
に
は
、
喜
撰
が
う
た
。
二
一
に
は
、
仲
丸
の
寄
。
四
に

は
、
忠
峯
が
う
た
。
五
に
は
、
定
家
の
う
た
也



と
い
う
く
だ
り
が
、

「
貞
頭
抄
」
で
は
、
表
4
に
示
し
た
ご
と
く
、
内
容
的
に
は

一
致
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

「
増
註
」
で
は
、

一
に
は
人
丸
の
足
引
の
山
ど
り
の
歌
、

二
に
は
喜
撰
が
わ
が
庵
は
み
や
こ
の
た
つ

み
の
歌
、
三
に
は
、
忠
琴
が
有
明
の
つ
れ
な
く
み
え
し
の
歌
、
五
に
は
定
家
卿
の

こ
ぬ
人
を
ま
つ
ほ
の
浦
の
タ
な
ぎ
の
歌
也
。

2008年3月

たと
と
み仲
て丸
よ歌
いの
のく
でだ
はり
なが
い落
かち
{て

さい
。る

0コ
で

「
基
箭
抄
」
は
「
貞
頭
抄
」
に
拠
つ

本
節
で
は
、

「
貞
頭
抄
」
の
記
事
を
多
く
引
用
し
て
い
る
「
増
註
」
が

「
基
箭

抄
」
に
お
い
て
は
、

あ
ま
り
参
看
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
(
「
基
箭

第4号

抄
」
に
は
、
磐
斎
の
所
説
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た
言
説
は
見
出
せ
な
い
て
「
基

箭
抄
」
で
は
、

「
貞
頭
抄
」
が
重
要
な
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
裏

広島国際大学医療福祉学科紀要

付
け
た
。

お
わ
り
に

最
後
に
、
全
体
の
内
容
を
ま
と
め
、

残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
確
認
し
て
お

き
た
い
。

「
基
箭
抄
」
に
お
い
て
、
「
貞
頭
抄
」
は
、
『
百
人
一
首
』
の
注
釈
書
と
し
て
は
、

「
幽
斎
抄
」
に
次
ぐ
位
置
を
占
め
て
い
る
。
引
用
度
は
、
宗
祇
の
所
説
の
方
が
多

い
が
、
「
幽
斎
抄
」
所
引
の
も
の
に
す
ぎ
ず
、
尭
恵
の
説
は
、
出
典
が
『
古
今
集
』

の
和
歌
に
限
ら
れ
て
い
る
。

「
貞
頭
抄
」
の
具
体
的
な
影
響
の
ほ
ど
を

「
歌
の
心
に
関
わ
る
も
の
」
「
参
考

歌
」
「
歌
論
・
歌
学
書
」
と
い
っ
た
観
点
か
ら
検
討
し
た
。

そ
れ
以
外
に
も
、

頭
抄
」
と
共
通
す
る
注
釈
は
少
な
く
な
い
。

「
増
註
」
と
比
較
す
る
と
、

「
貞
頭
抄
」
は
多
く
の
参
考
歌
を
掲
げ
て
い
る
こ
と

が
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
が
、

「
基
箭
抄
」
で
は

そ
の
中
か
ら
適
宜
参
考
歌
が
選

ば
れ
て
お
り
、

「
基
箭
抄
」
注
釈
の
充
実
に
寄
与
し
て
い
よ
う
。

ま
た
、

凡
例
に
つ
い
て
も
、
初
学
者
を
念
頭
に
置
き
、
分
か
り
ゃ
す
く
説
明

す
る
た
め
に
、

「
貞
頭
抄
」
の
記
述
が
活
用
さ
れ
て
い
た
。

田
中
は
、

百
人
一
首
注
釈
史
に
お
い
て
、

「
貞
頭
抄
」
と
「
増
註
」
は
、

-
と
も
に
刊
本
と
し
て
流
布
し
、
そ
の
当
時
そ
の
存
在
は
マ
ー
ク
さ
れ
な
が
ら

も
後
注
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
と
い
っ
て
よ
い
く
ら
い
影
響
を
あ
た
え
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
に
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
後
注
が
こ
れ

を
引
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

と
論
じ
て
い
る
(
団
}
O

「
基
箭
抄
」
が
、
「
貞
頭
抄
」
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

注
釈
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
百
人
一
首
注
釈
史
に
お
い
て
も
注

目
す
べ
き
こ
と
だ
と
考
え
る
。

(22) 

本
稿
で
は
、

「
基
箭
抄
」
の
注
釈
の
特
徴
を
、

わ
ず
か
に
「
貞
頭
抄
」
と
の
関
係

か
ら
考
察
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
他
の
注
釈
書
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に

細
や
か
に
考
察
を
続
け
た
く
思
う
。

貞



注(
1
)
『
百
人
一
首
増
補
繕
抄
(
延
宝
八
年
刊
)
上
』
(
酬
平
安
文
学
資
料
稿
第
三
期
別
巻
八
)
。
な
お
、
「
基
箭
抄
」
か
ら
「
絵
入
基
箭
抄
」
へ
の
改
訂
の
具
体
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
『
百
人
一
首
増
補
給
抄
」
の
注
釈

i
「
基
箭
抄
」
か
ら
の
改
訂
に
注
目
し
て

l
」
(
『
古
代
中
世
国
文
学
」
包
平
初
年
3
月
」
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
2
)
①
「
百
人
一
首
古
注
の
絵
入
板
本
に
つ
い
て

i
像
讃
抄
と
基
箭
抄
(
増
補
絵
抄
)

と
を
対
象
と
し
て

l
」

②
「
[
附
]
百
人
一
首
基
箭
抄
初
印
本
考
」
(
い
ず
れ
も
『
百
人
一
首
古
注
釈
の
研
究
』
桜
楓
社
昭
引
所
収
)

(
3
)
注

(
2
)
掲
出
①

(
4
)
 
「
貞
徳
頭
書
百
人
一
首
抄
と
百
人
一
首
増
註
!
加
藤
磐
斎
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
百
人
一
首
注
の
一
考
察

l
」
(
『
百
人
一
首
古
注
釈
の
研
究
』
桜
楓
社
昭
引

『百人一首基箭抄』の注釈

所
収
)

(
5
)
田
中
は
、
注

(
4
)
掲
出
論
考
で
、
「
貞
頭
抄
」
の
実
際
の
刊
行
は
、
「
寛
文
六
年
以
降
寛
文
十
年
以
前
」
と
推
定
し
て
い
る
。

(
6
)
「
貞
徳
云
、
し
ば
し
と
一
五
る
に
深
き
心
有
。
久
し
く
と
ジ
め
た
き
事
な
れ
共
、
そ
れ
は
心
に
か
な
ふ
ま
じ
け
れ
ば
、
し
ば
し
に
で
も
と
ジ
め
た
き
と
也
云
云
」
(
ロ

「
寄
の
心
は
、
祇
注
に
云
る
こ
と
く
也
。
:
:
:
貞
徳
の
説
も
此
趣
な
り
」
(
却
番
歌
歌
注
)
、

幻
番
歌
歌
注
で
は
、
尭
恵
、
幽
斎
説
を
引
い
て
歌
の
心

(23) 

番
歌
歌
注
)
、

を
説
明
し
た
後
に
、

「
宗
祇
の
説
も
右
に
同
し
。
貞
徳
ノ
日
:
:
:
」
と
引
用
さ
れ
る
。
貞
徳
の
所
説
は
、
注
(
凶
)
に
掲
出
し
た
。

(
7
)
「
細
川
闘
斎
の
百
人
一
首
抄
の
研
究
」
(
『
百
人
一
首
古
注
釈
の
研
究
』
桜
楓
社
昭
引
所
収
)

(
8
)
注
(
2
)
掲
出
①

(
9
)
表
2
に
は
掲
出
し
な
か
っ
た
が
、

7
番
安
倍
仲
丸
歌
歌
注

ふ
り
さ
け
見
る
と
は
、

万
に
振
放
見
と
か
け
り
。

ふ
り
あ
ふ
の
き
て
見
る
心
也
。

目
番
菅
家
歌
歌
注

神
の
ま
に
く
と
は
、

万
葉
に
随
意
と
か
け
り
。
神
の
御
心
の
ま
』
に
と
云
心
也
。

は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
貞
頭
抄
」
に

八
雲
云
、
振
放
み
る
、
あ
ふ
き
て
み
る
也
。

ふ
り
は
へ
み
る
と
も
万
に
は
よ
め
り
。
同
字
也
。
心
又
向
。

(
7
番
)



八
雲
云
、

ま
に
く
万
二
随
意
と
か
け
り
。

又
聞
の
心
も
少
々
よ
め
り
。

(
M
番
)

そ
れ
か
ま
L

と
云
心
な
り
。
但
、

と
あ
る
。

(
叩
)
注

(
2
)
掲
出
①
と
注

(
4
)
掲
出
論
考

(
日
)
注

(
2
)
掲
出
①

(
ロ
)
「
基
箭
抄
」
凡
例
に

初
学
の
人
の
た
め
に
古
説
の
あ
や
ま
れ
る
を
も
書
載
せ
て
」
と
あ
る
。

2008年3月

(
日
)
『
百
人
一
首
増
註
』
(
八
坂
書
一
房
包
∞
町
)
解
説

(
日
)
た
と
え
ば

辺
番
文
屋
康
秀
歌
に
つ
い
て
、

「
基
箭
抄
」
で
は

b
l
 

貞
徳
ノ
日
、
古
今
の
序
に
、
康
秀
か
寄
を
、
詞
た
く
み
な
る
と
云
る
巧
の
字
に
あ
た
り
て
見
れ
ば
、
山
風
と
は
、
嵐
と
云
字
を
二
に
わ
け
で
よ
め
る
よ
し
が
よ
き
な
る
べ
し
。

l
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
s
t
i
l
l
i
-
-ル
怯

h
v
i
l
l
i
-
-
-
-
-ー
ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

l

‘

さ
れ
ど
も
、
人
ご
と
に
さ
や
う
の
納
な
る
作
を
好
よ
む
べ
き
故
に
、
き
ら
へ
る
説
な
る
べ
し
と
一
戸

第4号

と
注
さ
れ
て
い
る
が

「
増
註
」
に
は
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ア
ザ
ナ

文
屋
は
姓
な
り
。
す
み
て
よ
む
也
。
こ
れ
は
儒
者
に
て
、
琳
と
い
ふ
な
り
。
文
屋
な
れ
ば
文
字
を
つ
け
て
文
琳
と
は
い
ふ
。
字
は
一
字
也
。
(
百
人
一
首
)

増
註
云
、
字
を
分
て
云
事
あ
し
き
と
あ
る
故
は
、
其
分
た
る
べ
し
。
さ
り
な
が
ら
、
こ
れ
に
は
こ
〉
ろ
あ
る
こ
と
〉
い
へ
り
。
か
や
う
成
事
を
本
道
理
か
と
思
ひ
て
、
人
の
あ
ら

ニ

ス

ヲ

そ
ひ
ょ
む
ベ
け
れ
ば
、
そ
れ
を
い
ま
し
め
た
り
。
此
歌
は
字
を
分
て
よ
む
な
り
。
古
今
の
序
に
も
、
文
琳
は
巧
詠
レ
物
と
あ
る
は
、
字
を
分
て
よ
む
事
な
り
と
い
へ
り
。
か
や
う

(24) 

の
た
ぐ
ひ
、
木
毎
に
梅
、
又
は
か
ひ
な
く
た
〉
ん
名
こ
そ
お
し
け
れ
な
ど
も
、
梅
の
字
を
分
る
は
あ
し
〉
、
手
の
か
ひ
な
を
よ
み
入
る
〉
と
み
る
も
あ
し
〉
と
あ
る
は
、
さ
や
う

の
事
を
歌
か
と
思
ひ
て
、

人
の
あ
ら
そ
ひ
よ
み
ぬ
け
れ
ば
と
い
ま
し
め
た
り
。
此
口
伝
を
し
り
で
は
少
も
か
ま
ひ
に
な
ら
ぬ
な
り
。

(
秀
歌
体
大
略
)

こ
の
ま
ま
の
文
言
は
な
く

「
貞
頭
抄
」
頭
書
で
は
、

と

字
は
琳
と
い
ふ
な
り
。
そ
れ
に
文
屋
の
文
の
字
を
つ
け
て
文
琳
と
い
ふ
な
り
。
儒
者
に
て
有
し
な
り
と
そ
。
古
今
序
に
、
巧
に
も
の
を
讃
と
あ
る
、
巧
と
い
ふ
字
に
あ
た
り
て
み

れ
は
、
山
風
と
は
、
嵐
と
云
字
を
二
に
わ
け
で
よ
め
る
よ
し
か
よ
き
成
へ
し
。
さ
れ
人
こ
と
に
さ
や
う
の
こ
ま
か
な
る
作
を
こ
の
み
よ
む
へ
き
故
に
き
ら
へ
る
説
な
る
へ
し
。

と
、
か
な
り
近
い
表
現
で
あ
る
。

(
日
)
「
増
注
」
で
も
引
用
さ
れ
る
の
は
、
表

1
の

3
「
ひ
る
は
き
て
」
、

日
「
う
な
ば
ら
を
」
、

日
「
ふ
る
さ
と
と
」
「
君
か
た
め
」
叩
「
つ
れ
な
さ
の
」
幻
「
う
ち
は
へ
て
」
出

「
花
た
に
も
一
羽
「
た
に
ね
よ
り
」
。

(
同
)
一
二
の
皿
で
掲
出
し
た
も
の
の
中
で
は
、
顕
昭

(
H
-
H
)
、
範
兼

(
3
)
、

正
徹
(
犯
)
、
定
家
(
印
)
、

阿
仏
尼
(
出
)
は
、

「
貞
頭
抄
」
に
は
引
か
れ
て
い
る
が
、

「増

註
」
に
は
見
え
な
い
。



(
口
)
田
中
は

こ
の
「
五
箇
大
事
」
に
つ
い
て
、

注
(
2
)
掲
出
①
に
お
い
て
、
『
百
人
一
首
師
説
抄
』
の
内
閣
文
庫
蔵
本
な
ど
の
巻
末
に
見
え
る
「
又
五
箇
の
秘
寄
」
や

平
間
長
雅
『
百
人
一
首
作
者
読
曲
之
伝
』
『
百
人
一
首
五
箇
大
極
秘
』
な
ど
と
の
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
。

(
国
)
注
(
4
)
掲
出
論
考

[
参
考
文
献
]
吉
海
直
人
「
百
人
一
首
抄
版
本
二
種
の
翻
刻
と
解
題

l
幽
斎
抄
と
新
抄
と

l
」
(
『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
日

同
氏
編
著
百
人
一
首
注
釈
叢
刊
1

『
百
人
一
首
注
釈
書
目
略
解
題
』
(
和
泉
書
院
平
日
)

[
付
記
〕

国
文
学
研
究
資
料
館
基
幹
研
究

(
A
)
「
王
朝
文
学
の
流
布
と
継
承
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

本
稿
は
、

『百人一首基箭抄』の注釈

昭
日
・

3
)

(25) 




